
チケット好評発売中！ ２４時間いつでも予約・購入オンラインチケットサービス！
［座席選択可］http://www.kimfes.com

〈 公式携帯サイト 〉
チケット予約できます!

[ 特別協力 ] TOTO 株式会社[ 主　催 ] 北九州国際音楽祭実行委員会
[ 助　成 ] 文化庁 平成28年度 劇場・音楽堂等活性化事業
[ お申込み・お問合せ先 ] 北九州国際音楽祭実行委員会事務局 受付時間／9：00～17：00（土日祝を除く）TEL：093-663-6567

北九州国際音楽祭実行委員会事務局、響ホール管理事務室、
北九州芸術劇場プレイガイド、チケットぴあ、ローソンチケット[ チケット取扱]

複数公演のチケットを同時に購入できます 
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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
2016北九州国際音楽祭市民企画事業
マラソンコンサート 2㈰ 10:30 無　料 北九州国際音楽祭 市民企画委員会

090（1089）6954【田端】※全席自由

ヤマハミュージック小倉店 ピアノ・エレクトーン発表会 8㈯ 12:30 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【甲斐】15:00 ※全席自由

第9回ラマツィーニ管弦楽団定期演奏会
チャイコフスキー：交響曲第2番ハ短調op.17　ほか 9㈰ 15:00 無　料 ラマツィーニ管弦楽団

080（3225）2080【福石】※全席自由

新日鐵住金マンドリン合奏団　創立70周年記念演奏会
マンドリンオーケストラのためのボカリーズより第4番、第5番　ほか 10㈪㈷ 14:00 一般 ￥500 新日鐵住金マンドリン合奏団

090（9790）3523【敷田】※対象：小学生以上　※全席自由

やはた東・ふれあいまつり 12㈬ 10:00 無　料 八幡東区役所保健福祉課
093（671）0801（内線409）【中野】※全席自由

2016北九州国際音楽祭
マイスター・アールト×ライジングスター オーケストラ
ベートーヴェン：交響曲　第7番　イ長調　op.92　ほか

16㈰ 15:00
S席 ￥5000　A席 ￥3000

U-25（A席） ￥2000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席指定　※A席は2階ステージ周り席

第70回全日本学生音楽コンクール北九州大会　本選
21㈮ 声楽部門、22㈯ フルート部門／ヴァイオリン部門、23㈰ ピアノ部門

21㈮ 14:30
一般 ￥1500 毎日新聞西部本社事業部

093（511）1119【福田】22㈯ 10:30/14:00
23㈰ 10:00 ※対象：小学生以上　※全席自由

2016北九州国際音楽祭
藤原道山　尺八アンサンブル・コンサート
山本邦山：竹の群像（1983）、アメイジング・グレイス　ほか

29㈯ 15:00

指定席 ￥4000　一般自由席 ￥3500
U-25自由席 ￥2000　ペア自由席 ￥6000

（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※ペア自由席は前売のみ取扱
※通し券（自由席・前売りのみ 29㈯・11/12㈯・12/3㈯のコンサート綴り）￥7000　※指定席売切

2016北九州国際音楽祭
ユリアンナ・アヴデーエワ［ピアノ］
ショパン：ポロネーズ　第6番　変イ長調　op.53 「英雄」　ほか

30㈰ 15:00
S席 ￥5000　A席 ￥3000

U-25（A席） ￥2000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席指定　※A席は2階ステージ周り席

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本のやきもの ― 出光コレクションの精華
リニューアルオープンを記念し、出光コレクションを代表する日本陶磁の優品を紹介 10/28㈮～12/18㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500 出光美術館　門司

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港発祥！バナナの叩き売り
門司港発祥の地、バナナの叩き売り販売の実演。 2㈰ 13:00 無　料 門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151
15:00

NHK大河ドラマ「真田丸」巡回展
NHK大河ドラマ「真田丸」の魅力とドラマが描く時代を写真資料や映像で紹介。 15㈯～23㈰ 無　料

１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前

１
階 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『門司区文化祭　書道展』 9/29㈭～10/3㈪ 無　料

門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

※9/29㈭は13：00から、3㈪は16:00まで

『門司区文化祭　第66回門司区民美術展（公募）』 20㈭～26㈬ 無　料
※26㈬は15:00まで

『写真塾門司港』 5㈬～11㈫ 無　料
※5㈬は11:00から、11㈫は16:00まで

『シボリコミュニティ北九州藍染展』 13㈭～17㈪ 無　料
※17㈪は15:00まで

１・
２
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニック・オブ・ノーツ 1㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第66回門司区文化祭　民謡大会 23㈰ 13:00 無　料 門司区文化団体連合会
093（331）6232

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

中村上コレクション映画資料展
約8000点の中から松永室長が選んだ約150点を展示。 9/2㈮～10/30㈰ 無　料 松永文庫

093（331）8013
１
階

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

月

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第42回　小倉南文化祭　日本舞踊合同大会 2㈰ 11:30
10:30開場 一般 ￥4000 小倉南日本舞踊協会

093（961）0050【藤間紋龍】

「ｓｕｔｒａ（スートラ）」
スーパー僧侶×ダンス・アクロバット！世界60都市大ヒット作が日本初上陸！ 8㈯ 14:00

一般 ￥8000
ユース（24歳以下） ￥4000

高校生〔的〕チケット ￥1500
親子セット ￥9800

北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：3歳以上　※親子セット（一般+ユース、枚数限定、劇場前売のみ取扱）

小中学生向け　薬物乱用防止キャンペーン　第8回2016ダンスフェスティバル 22㈯ 12:30 無　料 北九州市教育委員会　学力･体力向上推進室
093（582）3445

ワンコインコンサートシリーズvol.8
「加藤直明トロンボーンコンサート」
トロンボーンの名手、加藤直明による管楽器の世界で贅沢なお昼のひとときを

28㈮ 11:45 ￥500 北九州芸術劇場
093（562）2655※対象：小学生以上

第28回　童謡まつり&合唱音楽祭 29㈯ 13:00 一般 ￥1000 小倉工業倶楽部
093（541）2114【梅木】※中学生以下無料

北九州交響楽団　第116回定期演奏会 30㈰

9/25㈰
9/26㈪
9/27㈫
9/28㈬
9/29㈭
9/30㈮
10/1㈯～2㈰

14:30
13:30
18:30
13:30
12:00
18:30
13:30

一般 ￥1300　学生（小学生以上）￥800 北九州交響楽団事務局（ディーキューブギャラリー内）
093（533）3456

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第67回（平成28年度）小倉北区民美術展・公募展
絵画・書道・写真・彫刻・その他 6㈭～11㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課

093（582）3322

二元会九州支部小品展　絵画 12㈬～18㈫ 無　料 二元会 九州支部
090（1926）9205

楽書展　書道 19㈬～25㈫ 無　料 楽書会
090（3985）8094

吉田手織工房　絲遊の会　作品展　工芸品 10/26㈬～11/1㈫
10:00～18:00 無　料 吉田手織工房絲遊の会

090（4985）4662

墨神会書作展　書道 10/26㈬～11/1㈫
10:00～18:00 無　料 墨神会

093（561）7685

15:00
14:20開場

北九州市民劇場9月例会　劇団民藝「バウンティフルへの旅」

北九州子ども劇場　高学年部例会　「GO」（劇団文化座）

笑門来福（笑いの壇ノ浦決戦）

nest設立10周年記念公演　瑞宝太鼓

北九州少年合唱隊　第30回定期演奏会

北九州子ども劇場　10月乳幼児部・低学年部例会
「やだ、やだ　あっかんべー！」（劇団風の子九州）

島田亜希子マリンバコンサート　Vol.10

立川生志　落語会　ひとりブタっちゃ

Class Concert vol.8
北九州芸術劇場×到津の森公園×響ホール

「どこをどうぶつる」
「人間も動物」をコンセプトに踊り奏でます。劇場に「人間」を観に行こう！

ベルギーの至宝・イザイの名曲コンサートシリーズ in 北九州

シャンソン・コンサート
阿部真也&斉藤美智子 リリックジョイントコンサート2016
Fall in Love to Music
平成28年度公共ホール演劇ネットワーク事業

「演出家だらけの青木さん家の奥さん」
美人の奥さんがいる青木家への配達を巡る名作即興劇を、演出家だけで上演

上野香織 AUTUMN JAZZ CONCERT

8㈯
9㈰

10㈪㈷

22㈯

23㈰

2㈰

6㈭

8㈯

9㈰

15㈯

16㈰

19㈬

21㈮

23㈰ 14:00
13:20開場

29㈯～
30㈰

31㈪

18:30
15:00

14:00

18:30

15:00

14:00
18:00

19:00

14:00

13:30
13:15開場

18:00

14:00

19:00

14:00

14:00

19:00

※当日各￥200増

会　費

※対象：小学生以上
※市民劇場会員でない方はお問合せください

会　費
※対象：小学生以上
※子ども劇場会員でない方はお問合せください

一般 ￥1000
※小学生以下無料
一般 ￥2000　子ども（4歳～中学生） ￥1000
※当日各￥500増

一般 ￥1000

会　費
※子ども劇場会員でない方はお問合せください
※開場は開演の20分前

一般 ￥2000
※当日￥500増

一般 ￥3500
※対象：小学生以上　※当日￥500増

無　料

一般 ￥1800
ユース（24歳以下） ￥1000
※対象：3歳以上　※当日一般のみ￥500増

一般 ￥3000　会員 ￥2500
※対象：小学生以上

無　料
※対象：中学生以上

一般 ￥3000　学生 ￥2000
※小学生以下無料

一般 ￥3000
ユース（24歳以下） ￥2000

子ども（高校生以下） ￥1000
※対象：小学生以上

一般 ￥4000
※当日￥500増

北九州市民劇場
093（541）0075

北九州子ども劇場
093（884）3834

みち企画
093（967）7236
NPO法人　nest

090（7924）5036【大橋】
北九州少年合唱隊

090（3463）5368【髙山】
北九州子ども劇場
093（884）3834

090（3882）4445【島田】

シアターネットプロジェクト
092（739）2318

松本優哉
080（4277）9179

北九州芸術劇場
093（562）2655

日本イザイ協会
090（9401）0011【花井】
上野教室メダム・ポンム

080（3953）4019【有馬】
office美智子とゆかいな仲間たち

093（372）0693

北九州芸術劇場
093（562）2655

上野香織ジャズコンサート実行委員会事務局
090（3418）8120

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2016.October

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

月

■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
2016北九州国際音楽祭市民企画事業
マラソンコンサート 2㈰ 10:30 無　料 北九州国際音楽祭 市民企画委員会

090（1089）6954【田端】※全席自由

ヤマハミュージック小倉店 ピアノ・エレクトーン発表会 8㈯ 12:30 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【甲斐】15:00 ※全席自由

第9回ラマツィーニ管弦楽団定期演奏会
チャイコフスキー：交響曲第2番ハ短調op.17　ほか 9㈰ 15:00 無　料 ラマツィーニ管弦楽団

080（3225）2080【福石】※全席自由

新日鐵住金マンドリン合奏団　創立70周年記念演奏会
マンドリンオーケストラのためのボカリーズより第4番、第5番　ほか 10㈪㈷ 14:00 一般 ￥500 新日鐵住金マンドリン合奏団

090（9790）3523【敷田】※対象：小学生以上　※全席自由

やはた東・ふれあいまつり 12㈬ 10:00 無　料 八幡東区役所保健福祉課
093（671）0801（内線409）【中野】※全席自由

2016北九州国際音楽祭
マイスター・アールト×ライジングスター オーケストラ
ベートーヴェン：交響曲　第7番　イ長調　op.92　ほか

16㈰ 15:00
S席 ￥5000　A席 ￥3000

U-25（A席） ￥2000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席指定　※A席は2階ステージ周り席

第70回全日本学生音楽コンクール北九州大会　本選
21㈮ 声楽部門、22㈯ フルート部門／ヴァイオリン部門、23㈰ ピアノ部門

21㈮ 14:30
一般 ￥1500 毎日新聞西部本社事業部

093（511）1119【福田】22㈯ 10:30/14:00
23㈰ 10:00 ※対象：小学生以上　※全席自由

2016北九州国際音楽祭
藤原道山　尺八アンサンブル・コンサート
山本邦山：竹の群像（1983）、アメイジング・グレイス　ほか

29㈯ 15:00

指定席 ￥4000　一般自由席 ￥3500
U-25自由席 ￥2000　ペア自由席 ￥6000

（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※ペア自由席は前売のみ取扱
※通し券（自由席・前売りのみ 29㈯・11/12㈯・12/3㈯のコンサート綴り）￥7000　※指定席売切

2016北九州国際音楽祭
ユリアンナ・アヴデーエワ［ピアノ］
ショパン：ポロネーズ　第6番　変イ長調　op.53 「英雄」　ほか

30㈰ 15:00
S席 ￥5000　A席 ￥3000

U-25（A席） ￥2000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席指定　※A席は2階ステージ周り席

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本のやきもの ― 出光コレクションの精華
リニューアルオープンを記念し、出光コレクションを代表する日本陶磁の優品を紹介 10/28㈮～12/18㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500 出光美術館　門司

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港発祥！バナナの叩き売り
門司港発祥の地、バナナの叩き売り販売の実演。 2㈰ 13:00 無　料 門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151
15:00

NHK大河ドラマ「真田丸」巡回展
NHK大河ドラマ「真田丸」の魅力とドラマが描く時代を写真資料や映像で紹介。 15㈯～23㈰ 無　料

１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前

１
階 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『門司区文化祭　書道展』 9/29㈭～10/3㈪ 無　料

門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

※9/29㈭は13：00から、3㈪は16:00まで

『門司区文化祭　第66回門司区民美術展（公募）』 20㈭～26㈬ 無　料
※26㈬は15:00まで

『写真塾門司港』 5㈬～11㈫ 無　料
※5㈬は11:00から、11㈫は16:00まで

『シボリコミュニティ北九州藍染展』 13㈭～17㈪ 無　料
※17㈪は15:00まで

１・
２
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニック・オブ・ノーツ 1㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第66回門司区文化祭　民謡大会 23㈰ 13:00 無　料 門司区文化団体連合会
093（331）6232

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

中村上コレクション映画資料展
約8000点の中から松永室長が選んだ約150点を展示。 9/2㈮～10/30㈰ 無　料 松永文庫

093（331）8013
１
階

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

月

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

障

障



会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
枩子菴（しょうしあん）コレクション　京絵師参上！絵画サロンのたのしみ
画家たちの交流を示す寄合描（よりあいがき）を中心に京都で活躍した画家たちの作品を展示します。 開催中～11/23㈬㈷ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園
093（582）2747親子ワークショップ　ランタンを作ろう

親子参加型のワークショップです。 10㈪㈷
10:00～11:30 親子1組 ￥1000

（材料費・入館料込）
13:00～14:30 ※対象：小学生以上

企
画
展
示
室
研
修
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映「みみずくとお月さま」「花さきやま」 ほか 9㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152テルミンコンサート
ロシアの物理学者テルミン氏が発明した世界初の電子楽器「テルミン」。 不思議な音色を楽しむ。 30㈰ 14:00 無　料

図
書
室
児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
子ども映画会

「トムとジェリー」「日本昔ばなし」 9㈰ 14:00 無　料
（先着50名） 北九州市立視聴覚センター

093（561）3131週末映画会　洋画 「生きる歓び」 （1960年　イタリア・フランス）
出演：アラン・ドロン 22㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

九州古陶磁の魅力　田中丸コレクション展
桃山時代から江戸時代後期までの九州の陶磁器約120点を展示 10/8㈯～11/3㈭㈷

一般 ￥1000　高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
没後20年　司馬遼太郎展―21世紀“未来の街角”で

『竜馬がゆく』『坂の上の雲』などで有名な司馬遼太郎の遺品や作品に関連する資料を展示します。 10/22㈯～12/4㈰ 一般 ￥700　中高生 ￥200
小学生 ￥100 北九州市立文学館

093（571）1505司馬遼太郎展開会記念講演会　上村洋行さん講演会
司馬遼太郎の義弟で、司馬遼太郎記念館館長・上村洋行氏による講演会。 22㈯ 11:00～

12:00 無　料

九州古陶磁の魅力　田中丸コレクション展　ギャラリートーク
講師：（一財）田中丸コレクション学芸員　久保山　炎氏

15㈯
29㈯

14:00～
14:30 観覧料が必要

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

信楽焼　上田直方　還暦記念展 無　料
小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521市川武の世界展 無　料

坂水幸雄　漆芸展 無　料

新
館
７
階 

大
画
廊

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

幕末・小倉藩　～最後の藩主・忠忱と家老・島村志津摩～
最後の藩主・小笠原忠忱と家老・島村志津摩（書・絵・銃等）を紹介 開催中～16㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
第12回つまようじ全国名城展
小倉城をはじめ全国の名城をつまようじで制作、約40点展示。 10/2㈰～11/27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
第58回北九州小倉城まつり
お茶会、生花展、おいしいもの市、ステージイベントは郷土芸能祭を開催。

15㈯～
16㈰

10:00～
16:00 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣

４
階
市
民

の
大
広
間
小
倉
城
天
守

　
閣
前
広
場

・天
守
閣
内

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 5㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 19㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

5㈬～11㈫
12㈬～18㈫
19㈬～25㈫

第39回 小倉南文化連盟文化祭 民踊大会 16㈰ 10:30 ￥300 小倉南民踊協会
093（961）0476【石原】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

障

障

障

障

障

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第3回オールドシネマフェスティバル
上映：①「打倒（ノックダウン）」 ②「チャンピオン」 ③「闘牛に賭ける男」 ④「私を野球につれてって」

①2㈰
14:00～

16:00 ￥200 門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

マンスリージャズ
出演：LPS 9㈰ 14:00～

16:00 無　料

②10㈪㈷
③23㈰
④30㈰

２
階

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

JAZZ CONCERT
宮本満栄トリオ（ピアノ・ベース・ドラム） 16㈰ 13:30

￥1000
（コーヒー・菓子付）

北九州市立東部勤労婦人センター
（レディスもじ）
093（371）4649※対象：小学生以上

音
楽
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ファミリーコンサート
パイプオルガンの響きと「ピーターと狼」 2㈰ 15:00

  大人（高校生以上） ￥0800
子ども（0歳～中学生） ￥0500

親子ペア（大人+子ども） ￥1000

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661
※当日各￥200増　※全席自由

Hiromi Go Concert Tour 2016 NEW WORLD 7㈮ 18:30 全席指定 ￥7500 ㈱鈴木企画
092（285）4864

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：作家　椎名 誠氏 8㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

2016年 九州のうたごえ祭典 in 北九州 9㈰ 13:30 一般 ￥2000
中高生・障がい者 ￥1000

九州のうたごえ祭典 in 北九州実行委員会
090（4348）3083【堤】

Flower Theater 2016～THIS IS Flower～ 21㈮ 19:00 全席指定 ￥7500 ㈱キョードー西日本
092（714）0159

22㈯ 17:00
おとな ￥1000

こども（3歳～中学生） ￥0500 北九州ソレイユホール
093（592）5405

※全席自由

HAWAIIAN MUSIC＆HULA
ハワイアンミュージックと魅惑のフラダンス

響け歌声！グランソレイユコーラスフェスティバル
合唱の街・北九州　歌の翼に乗せて

25㈫ 19:00 Ａ席 ￥5500
Ｂ席 ￥5000

MIN-ON福岡
092（629）3050

井上陽水コンサート2016 秋 「UNITED COVER ２」 26㈬ 18:30 全席指定 ￥8640 ㈱BEA
092（712）4221

北九州市立高等学校吹奏楽部　第42回　定期演奏会 29㈯ 18:00 全席自由 ￥500 北九州市立高等学校
093（881）5440※当日￥100増

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
平成28年度　第31回福岡県高等学校　総合文化祭　総合開会式
福岡県内及び北九州地区内の高校生の文化部活動の発表 30㈰ 14:00 無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟（高文連）北九州支部

093（246）0120

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

北九州国際漫画祭2016
韓国、フランス、スウェーデンの作家を中心とする複製原画展。 9/17㈯～10/23㈰ 無　料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

トークイベント「韓国マンガの現状とウェブトゥーンの可能性」
釜山のマンガ家集団「釜山漫画連帯」よりマンガ家キム・テホン氏が出演。 1㈯ 15:00～

17:00
無　料

※要事前申込（定員先着50名）

ガイマン賞トークライブ　オーサ・イェークストロム×原正人
スウェーデン出身のマンガ家と、気鋭の翻訳家による公開対談。 10㈪㈷ 14:00～

16:00
無　料

※要事前申込（定員先着50名）

「文化庁メディア芸術祭」20周年記念上映会
「文化庁メディア芸術祭」で受賞した短編アニメーション作品の上映会。 16㈰ 13:00～14:30

15:30～17:00 無　料

トークイベント　バラック、ヴィヴェス、サンラヴィル「ラストマン」
フランスのマンガ家3人ユニットが語る、最新の人気作の舞台裏。 20㈭ 18:00～

19:30
無　料

※要事前申込（定員先着50名）

講座「日本漫画学院と『漫画新聞』～木村コレクションのみどころ」
元・日本漫画学院学院長の木村忠夫氏の蔵書でたどる日本漫画の歴史講座。 22㈯ 15:00～

16:30
無　料

※要事前申込（定員先着30名）

海峡マンガ合戦～中国支部　庄司二号～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 8/20㈯～10/21㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.22「アズ展～生き物編」
地元のマンガ同人グループ「アズ漫画研究会」による競作テーマ展。 9/10㈯～11/11㈮ 無　料

常設展入場料が必要

漫画スクール
テーマ①「人物の描き方（主人公らしさを描くには）」
　　　②「背景の描き方（建物や山、花や木の描き方）」

①2㈰
②30㈰

13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上　※要事前申込（定員先着20名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

9㈰
22㈯

13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日定員先着20名、途中からの参加可能

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2016.October

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

北九州国際会議場 　小倉北区浅野3-9-30　　093(541)5931　　9:00～22:00（変動あり）
　「小倉駅」徒歩10分　　年末年始

□℡ □時

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

小倉
北 □休

□所 □℡ □時

月

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「新小文字病院前・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
枩子菴（しょうしあん）コレクション　京絵師参上！絵画サロンのたのしみ
画家たちの交流を示す寄合描（よりあいがき）を中心に京都で活躍した画家たちの作品を展示します。 開催中～11/23㈬㈷ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園
093（582）2747親子ワークショップ　ランタンを作ろう

親子参加型のワークショップです。 10㈪㈷
10:00～11:30 親子1組 ￥1000

（材料費・入館料込）
13:00～14:30 ※対象：小学生以上

企
画
展
示
室
研
修
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映「みみずくとお月さま」「花さきやま」 ほか 9㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152テルミンコンサート
ロシアの物理学者テルミン氏が発明した世界初の電子楽器「テルミン」。 不思議な音色を楽しむ。 30㈰ 14:00 無　料

図
書
室
児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
子ども映画会

「トムとジェリー」「日本昔ばなし」 9㈰ 14:00 無　料
（先着50名） 北九州市立視聴覚センター

093（561）3131週末映画会　洋画 「生きる歓び」 （1960年　イタリア・フランス）
出演：アラン・ドロン 22㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

九州古陶磁の魅力　田中丸コレクション展
桃山時代から江戸時代後期までの九州の陶磁器約120点を展示 10/8㈯～11/3㈭㈷

一般 ￥1000　高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
没後20年　司馬遼太郎展―21世紀“未来の街角”で

『竜馬がゆく』『坂の上の雲』などで有名な司馬遼太郎の遺品や作品に関連する資料を展示します。 10/22㈯～12/4㈰ 一般 ￥700　中高生 ￥200
小学生 ￥100 北九州市立文学館

093（571）1505司馬遼太郎展開会記念講演会　上村洋行さん講演会
司馬遼太郎の義弟で、司馬遼太郎記念館館長・上村洋行氏による講演会。 22㈯ 11:00～

12:00 無　料

九州古陶磁の魅力　田中丸コレクション展　ギャラリートーク
講師：（一財）田中丸コレクション学芸員　久保山　炎氏

15㈯
29㈯

14:00～
14:30 観覧料が必要

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

信楽焼　上田直方　還暦記念展 無　料
小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521市川武の世界展 無　料

坂水幸雄　漆芸展 無　料

新
館
７
階 

大
画
廊

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

幕末・小倉藩　～最後の藩主・忠忱と家老・島村志津摩～
最後の藩主・小笠原忠忱と家老・島村志津摩（書・絵・銃等）を紹介 開催中～16㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
第12回つまようじ全国名城展
小倉城をはじめ全国の名城をつまようじで制作、約40点展示。 10/2㈰～11/27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
第58回北九州小倉城まつり
お茶会、生花展、おいしいもの市、ステージイベントは郷土芸能祭を開催。

15㈯～
16㈰

10:00～
16:00 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣

４
階
市
民

の
大
広
間
小
倉
城
天
守

　
閣
前
広
場

・天
守
閣
内

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 5㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 19㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

5㈬～11㈫
12㈬～18㈫
19㈬～25㈫

第39回 小倉南文化連盟文化祭 民踊大会 16㈰ 10:30 ￥300 小倉南民踊協会
093（961）0476【石原】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

障

障

障

障

障

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南



会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

サイエンスショー
「風船を使って、科学の実験アラカルト」 2㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

第59回福岡県児童生徒 発明くふう展
小学生から中学生までの発明作品を展示します。 19㈬～23㈰ 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と惑星と秋の星空を望遠鏡で観察します。 8㈯ 18:30～

20:00
大人 ￥100　中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着100名、9/24㈯から電話受付開始

秋の子ども文化劇場
子ども向けの紙芝居や手あそびなどを行います。 23㈰ 14:30～

15:20 無　料

会
議
室

大
集
会
室

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州・映画ロケによるまちづくり～輝く女性達～
北九州フィルム・コミッションによる講演とDVD鑑賞 22㈯ 11:00 無　料

北九州市立西部勤労婦人センター
（レディスやはた）

093（661）1122

※要申込

落語と紙切り
宗像落語会による落語と紙切り 22㈯ 13:00 無　料

※要申込

国際交流観劇会　狂言「棒しばり」
外国人にもわかりやすい英語の解説付き 23㈰ 11:00 無　料

※要申込

能
舞
台

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こ
や
の
せ
座

ROP（ロップ）フェス 9㈰ 14:00 ￥500 ROPミュージック
090（6770）0123

福岡サクソフォーンオーケストラ　第4回サクソフェスタ 29㈯ 15:00 一般 ￥2000　学生 ￥1000 サクソフェスタ実行委員会
093（601）6785（FAX）※当日各￥500増

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

６
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

有田焼陶祖　14代　李参平　作陶展
有田焼陶祖の直系子孫である金ヶ江三兵衛氏による作品展。 4㈫～9㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

染と織　小森草木染展
筑前秋月の草木で染め上げた帯やショール、小物などを展示販売。 11㈫～16㈰ 無　料

～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展
ガレやドームのガラス作品やアンティークジュエリーなどを展示販売。 18㈫～23㈰ 無　料

岡本雲山・白石千鶴子　二人展 25㈫～30㈰ 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

第19回穴生学舎混声合唱団つばさ定期演奏会 2㈰ 14:30 無　料 穴生学舎混声合唱団つばさ
093（603）6044【木下】

第43回民謡講座研究発表会 9㈰ 12:00 無　料 八幡東西文化連盟民謡研究会
093（642）2433

第18回三絃九重会三味線演奏会 10㈪㈷ 12:30 無　料 三絃九重会
093（653）3513【山口】

福岡県高等学校総合文化祭合唱部門 22㈯ 11:00 無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟合唱部門（若松高校）
093（751）1911【山口】

平成28年度福岡県高文連放送文化部門 
高文祭放送コンテスト県大会 23㈰ 9:30 無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟放送文化部門（八幡高校）

093（651）0035

LES　FRÈRES　ANTHOLOGY　－ レ・フレール　アンソロジー － 29㈯ 15:00
一般 ￥4800　　ペア券（一般2枚） ￥9000

友の会 ￥4500　ペア券（友の会2枚） ￥8000
高校生以下 ￥4000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

北九州子ども劇場　10月乳幼児部・低学年部例会
「やだ、やだ　あっかんべー！」（劇団風の子九州） 1㈯ 15:00 会員制 北九州子ども劇場

093（884）3834【松本】18:00
第17回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎  
知ってください！クラシックサクソフォーンの世界～サクソフォーンの歴史と種類、オーケストラでの役割のお話～
江口紀子（サクソフォーン）と仲間達

4㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

いのちのたび博物館
093（681）101129㈯ 18:00秋の特別展関連イベント「ハロウィン☆ナイトミュージアム」

ハロウィン仕様に装飾した夜の博物館内と特別展「関門幕末維新伝」を観覧します。

大人 ￥600　高大生 ￥400
小中生 ￥300

※小学生以下は保護者の参加が必要
※セブンチケットのみ取扱

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

月

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　093(661)1122　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　月曜日、祝日、年末年始

□℡ □時八幡
東

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成28年度 福岡県吟剣詩舞道総連盟北九州地区 吟剣詩舞道大会 23㈰ 13:00 無　料 福岡県吟剣詩舞道総連盟北九州地区
090（2513）9199【楠本】

小倉南区文化祭 民謡大会　民謡・民舞・歌謡 30㈰ 9:30 無　料 小倉南民謡協会
093（963）1011【大楠】

秋のいけばな展 15㈯～
16㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南文化連盟 華道協会事務局
093（961）6759※16㈰は16:00まで

小倉南俳画展 21㈮～
26㈬

9:00～
17:00

無　料 北九州柳史俳画会
093（921）2659【築別】※21㈮は10:00から

大
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平尾台『石の羊』詩碑　献花式
合唱組曲「北九州」より　Ⅶ「石の羊」ほか　合唱 1㈯ 11:00 無　料 北九州をうたう会事務局

093（533）1313

藤永会　創立三十五周年吟剣詩舞大会
民謡・細三味線・太鼓 9㈰ 10:00 無　料 藤永流藤永会

093（611）2763

「
石
の
羊
」

詩
碑
前

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

若松市民会館自主事業　第23回若松芸能まつり
日舞　八社中　大正琴二社中　共演 16㈰ 10:00 ￥500 若松市民会館

093（771）8131

若松鉄人ジャズ　20
1st／DSQ Trio and 向井滋春　2nd／山本剛 Trio+1 with 与世山澄子 29㈯ 17:30

無　料
（要整理券）

若松で音楽を聴く会
080（5256）2920【和田】※要事前申込（往復はがき）

※当日￥100増

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ふれる・あそぶ・まなぶ～いっしょに楽しむデジタルワンダーランドPARTⅡ
デジタルコンテンツを使ってみんなで遊ぼう！ 開催中～10㈪㈷ 大人 ￥500　小中学生 ￥250

北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

※対象：3歳以上　※小学生未満無料

秋企画展　「未来へ夢はずむ～ゴムのちから展」
身近に潜むゴムのチカラ。いろいろな実験と体験で楽しく学ぼう。 10/22㈯～12/23㈮㈷ 大人 ￥300　小中学生 ￥100

※対象：3歳以上　※小学生未満無料

イノベーションフォーラム2016
㈱しくみデザインの中村俊介氏を講師にむかえ、人を楽しませるための「しくみ」を話す。 10㈪㈷ 14:00～

15:30
無　料

※対象：高校生以上

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

デジタル（パソコン彩色）切り絵展
太田英雄 1㈯～5㈬ 無　料

※1㈯は12:00から、5㈬は17:00まで
093（661）3560【太田】

Code Six.monochrome connection#2、白黒フィルムで暗室で印画紙に焼き付ける
いいだゆうこ他3名

8㈯～
10㈪㈷

11:00～
17:00 無　料 090（9791）1199【ホンダ】

花一輪をいとおしむ、写真展
野田松平、協力：花一輪の会 12㈬～16㈰ 無　料 090（5481）0944【野田】

ちょっとおしゃれな手作り作品展
櫻井妙子

28㈮～
29㈯

10:30～
16:00 無　料 093（603）1060【櫻井】

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

国重要文化財新指定記念展「企救の国の青銅器文化」
本市初の有形重要文化財に指定された重留遺跡出土広形銅矛の関連展示。 開催中～11/6㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500　高大生 ￥300

小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

秋の特別展「関門幕末維新伝」
関門海峡で小倉・福岡・長州3藩が繰り広げた明治維新のドラマを描く。 10/1㈯～11/27㈰

大人 ￥500　高大生 ￥300
小中生 ￥200

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

秋の特別展関連講演会「幕長戦争の実像」
講師：広島大学名誉教授　三宅　紹宣氏 8㈯ 13:30 無　料

※小学生以下は保護者の参加が必要

ギャラリートーク「【秋の恐竜学】恐竜をもっと楽しく見るホネの話」
展示の恐竜などを現場で解説してまわります。 16㈰ 14:00

無　料
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者同伴）

野外観察会「都市林のモニタリング型植物観察会～秋の部」
花の丘の秋の植物を観察し、5年前の観察結果と比べます。 23㈰ 10:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

室内講座「植物細密画を描いてみよう！」
初心者向けに、描きかたの基本と要点を段階に分けて指導します。 23㈰ 13:00

材料費 ￥200
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者同伴）

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2016.October

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

月

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

平尾台自然の郷 □休
□所　小倉南区平尾台1-1-1　　 093(452)2715　　 9:00～17:00（祝日、夏休み期間中は18:00まで）　「小倉南IC」約20分
　「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　　「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　　火曜日（祝日の場合は翌日休園）

□℡ □時小倉
南

障

障



会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

サイエンスショー
「風船を使って、科学の実験アラカルト」 2㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

第59回福岡県児童生徒 発明くふう展
小学生から中学生までの発明作品を展示します。 19㈬～23㈰ 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と惑星と秋の星空を望遠鏡で観察します。 8㈯ 18:30～

20:00
大人 ￥100　中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着100名、9/24㈯から電話受付開始

秋の子ども文化劇場
子ども向けの紙芝居や手あそびなどを行います。 23㈰ 14:30～

15:20 無　料

会
議
室

大
集
会
室

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州・映画ロケによるまちづくり～輝く女性達～
北九州フィルム・コミッションによる講演とDVD鑑賞 22㈯ 11:00 無　料

北九州市立西部勤労婦人センター
（レディスやはた）

093（661）1122

※要申込

落語と紙切り
宗像落語会による落語と紙切り 22㈯ 13:00 無　料

※要申込

国際交流観劇会　狂言「棒しばり」
外国人にもわかりやすい英語の解説付き 23㈰ 11:00 無　料

※要申込

能
舞
台

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こ
や
の
せ
座

ROP（ロップ）フェス 9㈰ 14:00 ￥500 ROPミュージック
090（6770）0123

福岡サクソフォーンオーケストラ　第4回サクソフェスタ 29㈯ 15:00 一般 ￥2000　学生 ￥1000 サクソフェスタ実行委員会
093（601）6785（FAX）※当日各￥500増

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

６
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

有田焼陶祖　14代　李参平　作陶展
有田焼陶祖の直系子孫である金ヶ江三兵衛氏による作品展。 4㈫～9㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

染と織　小森草木染展
筑前秋月の草木で染め上げた帯やショール、小物などを展示販売。 11㈫～16㈰ 無　料

～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展
ガレやドームのガラス作品やアンティークジュエリーなどを展示販売。 18㈫～23㈰ 無　料

岡本雲山・白石千鶴子　二人展 25㈫～30㈰ 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

第19回穴生学舎混声合唱団つばさ定期演奏会 2㈰ 14:30 無　料 穴生学舎混声合唱団つばさ
093（603）6044【木下】

第43回民謡講座研究発表会 9㈰ 12:00 無　料 八幡東西文化連盟民謡研究会
093（642）2433

第18回三絃九重会三味線演奏会 10㈪㈷ 12:30 無　料 三絃九重会
093（653）3513【山口】

福岡県高等学校総合文化祭合唱部門 22㈯ 11:00 無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟合唱部門（若松高校）
093（751）1911【山口】

平成28年度福岡県高文連放送文化部門 
高文祭放送コンテスト県大会 23㈰ 9:30 無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟放送文化部門（八幡高校）

093（651）0035

LES　FRÈRES　ANTHOLOGY　－ レ・フレール　アンソロジー － 29㈯ 15:00
一般 ￥4800　　ペア券（一般2枚） ￥9000

友の会 ￥4500　ペア券（友の会2枚） ￥8000
高校生以下 ￥4000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

北九州子ども劇場　10月乳幼児部・低学年部例会
「やだ、やだ　あっかんべー！」（劇団風の子九州） 1㈯ 15:00 会員制 北九州子ども劇場

093（884）3834【松本】18:00
第17回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎  
知ってください！クラシックサクソフォーンの世界～サクソフォーンの歴史と種類、オーケストラでの役割のお話～
江口紀子（サクソフォーン）と仲間達

4㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

いのちのたび博物館
093（681）101129㈯ 18:00秋の特別展関連イベント「ハロウィン☆ナイトミュージアム」

ハロウィン仕様に装飾した夜の博物館内と特別展「関門幕末維新伝」を観覧します。

大人 ￥600　高大生 ￥400
小中生 ￥300

※小学生以下は保護者の参加が必要
※セブンチケットのみ取扱

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

月

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　093(661)1122　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　月曜日、祝日、年末年始

□℡ □時八幡
東

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

障



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください
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は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
時
代
は

中
生
代
三
畳
紀
後
期
（
約
２
億
３
０

０
０
万
年
前
）、ワ
イ
テ
イ
ア
属
に
属

す
る
も
の
で
、「
ワ
イ
テ
イ
ア
　
オ
オ

イ
シ
イ
」
と
命
名
さ
れ
た
。
ワ
イ
テ

イ
ア
属
は
こ
の
他
に
５
種
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
発
見
で
ワ
イ
テ

イ
ア
属
の
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
が
三
畳
紀

全
般
に
わ
た
っ
て
汎
世
界
的
に
分
布

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
当
館
は
、
市
内
で
白
亜
紀
の
淡
水

魚
類
化
石
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
契

機
と
な
り
１
９
７
８
年
に
自
然
史
博

物
館
開
設
準
備
室
、
81
年
に
自
然
史

博
物
館
が
八
幡
駅
ビ
ル
に
開
設
さ
れ
、

ほ
ぼ
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
本
格
的

な
自
然
史
博
物
館
を
つ
く
る
た
め
標

本
収
集
、
調
査
研
究
、
教
育
普
及
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
２
０

０
２
年
に
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

（
愛
称
：
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
）

と
し
て
現
在
の
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
回
の
新
種
発
見
は
当
館
学
芸
員
が

13
年
５
月
に
城
西
大
学
水
田
記
念
博

物
館
大
石
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
東
京
）

で
標
本
を
発
見
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

そ
の
後
、
東
京
の
展
示
会
で
反
対
側

と
も
う
一
つ
の
標
本
を
発
見
し
、
博

物
館
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学
と

当
館
は
研
究
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

共
同
研
究
や
展
示
会
で
の
協
力
、
大

学
院
生
の
受
け
入
れ
や
博
士
論
文
の

審
査
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の

研
究
も
そ
の
一
環
で
、
こ
の
シ
ー
ラ

カ
ン
ス
の
新
種
は
常
設
展
ア
ー
ス
モ

ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

北九州市立いのちのたび博物館
北九州市八幡東区東田2の4の1
お問合せ　093(681)1011
開館時間  午前９時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）
休館日 年末年始、毎年6月下旬頃（害虫駆除）
観覧料および催事情報は本誌10～11ページの

「北九州市立いのちのたび博物館」をご覧ください

北九州市立いのちのたび博物館

新種のシーラカンス「ワイテイア　オオイシイ」

は
ん

■
合
唱
の
街
・
北
九
州
　

響
け
歌
声
！
　グ
ラ
ン
　ソ
レ
イ
ユ

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
22
日
（
土
）
午
後
４
時
30
分
開

場
、
同
５
時
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）
。
昨

年
「
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
５
周

年
」
を
記
念
し
、
シ
ニ
ア
と
子
ど
も

た
ち
で
作
ら
れ
た
「
グ
ラ
ン
ソ
レ
イ

ユ
合
唱
団
」
が
再
び
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ペ
ラ
歌
手
村
上
敏
明
が
指
導

し
た
同
合
唱
団
が
、
本
人
と
共
演
し

ま
す
。
ま
た
、
第
１
部
で
は
北
九
州

市
立
日
明
小
学
校
合
唱
部
・
男
声
合

唱
団
Ｙ
Ｍ
Ｃ
・
北
九
州
市
少
年
少
女

合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
が
出
演
。
全
席
自
由
。

入
場
料
、
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど

も
（
３
歳
か
ら
中
学
生
）
５
０
０
円
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

■
〜
北
九
州
に
今
、
甦
る
！
な
に
わ

節
〜
　五
月
一
秀 

独
演
会

11
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。八
幡
西
区
出
身
の
浪
曲
師
、
五

月
一
秀
と
三
味
線
の
沢
村
さ
く
ら
に

よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
。

全
３
部
構
成
。
１
部
は
浪
曲
一
席
、

演
題
未
定
。
２
部
「
一
秀
・
さ
く
ら

の
浪
曲
教
室
」
は
浪
曲
の
ル
ー
ツ
や

歴
史
を
解
説
。
当
日
、
観
客
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
も
受
付
。
３
部
は
浪
曲

「
富
島
松
五
郎
伝
」
を
予
定
。
全
席

自
由
。
入
場
料
、
一
般
１
０
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『五月一秀　独演会』チラシ

グランソレイユ合唱団（昨年度）

　
ジ
ー
ナ
・
バ
ッ
カ
ウ
ア
ー
・
コ
ン

ク
ー
ル
。
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
へ
わ
が

生
徒
が
参
加
す
る
の
は
初
体
験
で
す
。

　
11
カ
国
で
行
わ
れ
た
予
備
予
選
で

選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
皆
、
目
を

見
張
る
精
鋭
ぞ
ろ
い
で
し
た
。
各
自
、

自
由
に
構
成
す
る
30
分
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
二
つ
準
備
。
皆
さ
ん
レ
パ
ー
ト

リ
ー
の
幅
が
と
て
も
広
く
、
そ
れ
ぞ

れ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
個
性
的

な
演
奏
を
臆
す
る
こ
と
な
く
披
露
し

ま
す
。
12
〜
14
歳
で
す
が
、
演
奏
も

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
驚
く
ほ
ど
の
完
成

度
で
す
。

　
私
が
特
に
注
目
し
た
の
は
１
位
と

２
位
の
ア
メ
リ
カ
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
君

（
２
位
の
方
は
そ
の
後
７
月
に
ク
ー

パ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
３
位
に

な
り
ま
し
た
）
。
１
位
の
方
は
、
作

曲
が
趣
味
ら
し
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
に
自
作
曲
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

本
格
的
な
名
曲
。
素
敵
な
た
た
ず
ま

い
。
演
奏
は
ま
だ
荒
削
り
な
の
で
す

が
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
オ
ー
ラ
を

感
じ
演
奏
家
の
素
養
を
兼
ね
備
え
た

方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
２
位
の
方
は
、

演
奏
番
号
１
番
ク
ジ
を
引
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
を
物
と
も
せ

ず
、
細
部
ま
で
考
え
尽
く
さ
れ
た
演

奏
を
繰
り
広
げ
圧
巻
。
た
だ
、
身
体

が
小
さ
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
厚
み
が
不

足
。
今
後
身
体
の
成
長
と
共
に
表
現

の
幅
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
ま
し
た
。

　
世
の
中
の
子
ど
も
た
ち
、
本
当
に

す
ご
い
で
す
。
少
し
で
も
追
い
つ
け

る
よ
う
に
時
間
の
流
れ
に
置
い
て
行

か
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
て
は
。

コ
ン
ク
ー
ル
、
精
鋭
ぞ
ろ
い
の
子
ど
も
た
ち

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

い
っ
せ
き

い
っ
し
ゅ
う

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

中
ホ
ー
ル

ブルグミュラーコンクール　北九州地区大会 9㈰ お問合せ
ください 無　料 ブルグミュラーコンクール北九州地区大会

090（2395）9270【熊本】

合唱の街　北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 12㈬ 13:00

￥500
（飲み物、茶菓子付）

黒崎ひびしんホール
093（621）4566※要事前申込

とよなが音楽教室・発表会 16㈰ 13:30 無　料 とよなが音楽教室
093（622）9091

平成28年度福岡県高文連放送文化部門
高文祭放送コンテスト県大会 23㈰ 10:00 無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟放送文化部門（八幡高校）

093（651）0035

ラージュ・ドール　シャンソン発表会 30㈰ 14:30 無　料 ラージュ・ドール
090（8568）6815【薬内】

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

展
示
室
２

白の會展　洋画・水彩画・パステル画・墨彩画・布絵など 9/27㈫～
10/2㈰

9:00～
17:00 無　料 白の會

093（321）3651【岡部】
日本‒コスタリカ国際交流展　2016 in kita-kyusyu ＆ kyoto
洋画・書・水彩画

4㈫～
9㈰

9:30～
17:00 無　料 art fukuoka 国際交流展実行委員会

090（7479）5886【黒田】

福岡県高等学校総合文化祭写真展　写真 18㈫～
23㈰

9:00～
17:00

無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟写真専門部会
092（565）1670【川野】※23㈰は16:00まで

第51回八幡美術公募展　洋画・日本画・版画・染色　 25㈫～
30㈰

9:00～
17:00

無　料 八幡美術協会
093（651）0690【津國】※30㈰は16:00まで

第39回八幡西写真展　写真 11㈫～
１6㈰

9:00～
17:00 無　料 八幡西写真連盟

093（612）4464【加藤】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

秋季芸術祭　三曲演奏会 2㈰ 11:00 ￥1000
※対象：小学生以上

※当日各￥500増（ペア除く）　※ペアは前売りのみ

北九州三曲協会
097（982）4103【浅成】

2016年 九州のうたごえ祭典 in 北九州　合唱発表会
～九州はひとつ　熊本被災地に心をよせて～ 8㈯ 13:00 一般 ￥1000

中高生・障がい者 ￥0500

一般 ￥2500　ペア ￥4000
学生（大学生以下） ￥1000

九州のうたごえ祭典 in 北九州　実行委員会
090（4348）3083【堤】

北九州マンドリン合奏団　第43回定期演奏会
ドラゴンクエスト　千本桜　樹魂の歌　メリアの平原にて　スペイン組曲　他 9㈰ 15:00

￥500
（前売・当日共）

北九州マンドリン合奏団
090（1161）9188【川橋】

響ホール室内合奏団　第28回定期演奏会
響きあう夢コンサート2016

※65歳以上、小学生以下は無料

平成28年　戸畑区民音楽祭　ジャズ・ポピュラー 16㈰ 14:00 無　料 戸畑区音楽協会
090（7155）6395【井黒】

15㈯ 15:00

￥2000

響ホール室内合奏団
093（647）0565

前橋汀子　カルテットコンサート
名手4人による至高のオール・ベートーヴェン・プログラム　2番「挨拶」他 19㈬ 19:00

SS席 ￥6000　Ｓ席 ￥4800
Ａ席 ￥3800

Ｕ－25Ａ席 ￥2000
（学生問わず25歳以下、要証明）

北九州労音
093（571）0227【野知】

※対象：小学生以上　※SS席、U-25A席は労音事務局のみ取扱

平成28年度　戸畑区小学校合同公演「連合音楽会」 20㈭ 13:30 無　料 北九州市立大谷小学校
093（881）6342【藤山】

KŌGE音楽祭 30㈰ 9:30 無　料 高下富美子歌謡塾
093（921）4652【髙下】

髙松玲子音楽教室　第24回ピアノ発表会　－挑戦（チャレンジ）－
「子供の情景」、「月の光」、「ため息」他。障害を持つ生徒も挑戦。 ゲストの演奏も有り！ 2㈰ 14:30 無　料 髙松玲子音楽教室

093（603）6253【髙松】
フォレスティーナ　コンサート

Kanako’ｓ　Concert　with　Asumi
アリア・イタリア歌曲・日本歌曲など15人が独唱します。気楽にお出かけ下さい。 8㈯ 14:00 無　料 フォレスティーナ

093（592）3438【白川】

西南女学院卒業生2人による歌とピアノのコンサート！6言語の歌を歌います！ 9㈰ 14:30 伊古田加奈子
090（9794）7232

ピティナ・ピアノステップ　（戸畑地区）
ピアノソロ、連弾、歌、ヴァイオリン、チェロとのデュオ、トリオなど 23㈰ お問合せ

ください 無　料 ピティナ・ピアノステップ 小倉ステーション
093（691）9568【田村】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
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2016年
10月号表紙

「ひとつの静寂。」

※9月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

月

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

障

障

申込終了

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、市民会館、市民センター、生涯学習セ
ンター、図書館、北九州空港、男女共同参画センター・ムーブ、井筒
屋、モノレール駅、レインボープラザ、北九州芸術劇場プレイガイ
ド・インフォメーション、響ホールなど

「CulCul・かるかる」がホームページとアプリになりました！

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp
CulCul・かるかる



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物
館

新
種
の
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
を
発
見

　
北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物

館
と
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学

と
の
共
同
研
究
で
、
新
種
の
化
石
シ

ー
ラ
カ
ン
ス
が
発
見
さ
れ
た
。

　
産
地
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
時
代
は

中
生
代
三
畳
紀
後
期
（
約
２
億
３
０

０
０
万
年
前
）、ワ
イ
テ
イ
ア
属
に
属

す
る
も
の
で
、「
ワ
イ
テ
イ
ア
　
オ
オ

イ
シ
イ
」
と
命
名
さ
れ
た
。
ワ
イ
テ

イ
ア
属
は
こ
の
他
に
５
種
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
発
見
で
ワ
イ
テ

イ
ア
属
の
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
が
三
畳
紀

全
般
に
わ
た
っ
て
汎
世
界
的
に
分
布

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
当
館
は
、
市
内
で
白
亜
紀
の
淡
水

魚
類
化
石
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
契

機
と
な
り
１
９
７
８
年
に
自
然
史
博

物
館
開
設
準
備
室
、
81
年
に
自
然
史

博
物
館
が
八
幡
駅
ビ
ル
に
開
設
さ
れ
、

ほ
ぼ
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
本
格
的

な
自
然
史
博
物
館
を
つ
く
る
た
め
標

本
収
集
、
調
査
研
究
、
教
育
普
及
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
２
０

０
２
年
に
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

（
愛
称
：
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
）

と
し
て
現
在
の
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
回
の
新
種
発
見
は
当
館
学
芸
員
が

13
年
５
月
に
城
西
大
学
水
田
記
念
博

物
館
大
石
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
東
京
）

で
標
本
を
発
見
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

そ
の
後
、
東
京
の
展
示
会
で
反
対
側

と
も
う
一
つ
の
標
本
を
発
見
し
、
博

物
館
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学
と

当
館
は
研
究
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

共
同
研
究
や
展
示
会
で
の
協
力
、
大

学
院
生
の
受
け
入
れ
や
博
士
論
文
の

審
査
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の

研
究
も
そ
の
一
環
で
、
こ
の
シ
ー
ラ

カ
ン
ス
の
新
種
は
常
設
展
ア
ー
ス
モ

ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

北九州市立いのちのたび博物館
北九州市八幡東区東田2の4の1
お問合せ　093(681)1011
開館時間  午前９時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）
休館日 年末年始、毎年6月下旬頃（害虫駆除）
観覧料および催事情報は本誌10～11ページの

「北九州市立いのちのたび博物館」をご覧ください

北九州市立いのちのたび博物館

新種のシーラカンス「ワイテイア　オオイシイ」

は
ん

■
合
唱
の
街
・
北
九
州
　

響
け
歌
声
！
　グ
ラ
ン
　ソ
レ
イ
ユ

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
22
日
（
土
）
午
後
４
時
30
分
開

場
、
同
５
時
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）
。
昨

年
「
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
５
周

年
」
を
記
念
し
、
シ
ニ
ア
と
子
ど
も

た
ち
で
作
ら
れ
た
「
グ
ラ
ン
ソ
レ
イ

ユ
合
唱
団
」
が
再
び
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ペ
ラ
歌
手
村
上
敏
明
が
指
導

し
た
同
合
唱
団
が
、
本
人
と
共
演
し

ま
す
。
ま
た
、
第
１
部
で
は
北
九
州

市
立
日
明
小
学
校
合
唱
部
・
男
声
合

唱
団
Ｙ
Ｍ
Ｃ
・
北
九
州
市
少
年
少
女

合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
が
出
演
。
全
席
自
由
。

入
場
料
、
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど

も
（
３
歳
か
ら
中
学
生
）
５
０
０
円
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

■
〜
北
九
州
に
今
、
甦
る
！
な
に
わ

節
〜
　五
月
一
秀 
独
演
会

11
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。八
幡
西
区
出
身
の
浪
曲
師
、
五

月
一
秀
と
三
味
線
の
沢
村
さ
く
ら
に

よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
。

全
３
部
構
成
。
１
部
は
浪
曲
一
席
、

演
題
未
定
。
２
部
「
一
秀
・
さ
く
ら

の
浪
曲
教
室
」
は
浪
曲
の
ル
ー
ツ
や

歴
史
を
解
説
。
当
日
、
観
客
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
も
受
付
。
３
部
は
浪
曲

「
富
島
松
五
郎
伝
」
を
予
定
。
全
席

自
由
。
入
場
料
、
一
般
１
０
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『五月一秀　独演会』チラシ

グランソレイユ合唱団（昨年度）

　
ジ
ー
ナ
・
バ
ッ
カ
ウ
ア
ー
・
コ
ン

ク
ー
ル
。
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
へ
わ
が

生
徒
が
参
加
す
る
の
は
初
体
験
で
す
。

　
11
カ
国
で
行
わ
れ
た
予
備
予
選
で

選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
皆
、
目
を

見
張
る
精
鋭
ぞ
ろ
い
で
し
た
。
各
自
、

自
由
に
構
成
す
る
30
分
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
二
つ
準
備
。
皆
さ
ん
レ
パ
ー
ト

リ
ー
の
幅
が
と
て
も
広
く
、
そ
れ
ぞ

れ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
個
性
的

な
演
奏
を
臆
す
る
こ
と
な
く
披
露
し

ま
す
。
12
〜
14
歳
で
す
が
、
演
奏
も

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
驚
く
ほ
ど
の
完
成

度
で
す
。

　
私
が
特
に
注
目
し
た
の
は
１
位
と

２
位
の
ア
メ
リ
カ
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
君

（
２
位
の
方
は
そ
の
後
７
月
に
ク
ー

パ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
３
位
に

な
り
ま
し
た
）
。
１
位
の
方
は
、
作

曲
が
趣
味
ら
し
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
に
自
作
曲
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

本
格
的
な
名
曲
。
素
敵
な
た
た
ず
ま

い
。
演
奏
は
ま
だ
荒
削
り
な
の
で
す

が
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
オ
ー
ラ
を

感
じ
演
奏
家
の
素
養
を
兼
ね
備
え
た

方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
２
位
の
方
は
、

演
奏
番
号
１
番
ク
ジ
を
引
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
を
物
と
も
せ

ず
、
細
部
ま
で
考
え
尽
く
さ
れ
た
演

奏
を
繰
り
広
げ
圧
巻
。
た
だ
、
身
体

が
小
さ
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
厚
み
が
不

足
。
今
後
身
体
の
成
長
と
共
に
表
現

の
幅
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
ま
し
た
。

　
世
の
中
の
子
ど
も
た
ち
、
本
当
に

す
ご
い
で
す
。
少
し
で
も
追
い
つ
け

る
よ
う
に
時
間
の
流
れ
に
置
い
て
行

か
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
て
は
。

コ
ン
ク
ー
ル
、
精
鋭
ぞ
ろ
い
の
子
ど
も
た
ち

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

い
っ
せ
き

い
っ
し
ゅ
う
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北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
６

〜
文
化
交
流
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
〜

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

　
現
在
開
催
中
の
「
北
九
州
国
際
漫

画
祭
２
０
１
６
」
は
、
そ
の
名
の
通

り
、
海
外
の
マ
ン
ガ
作
品
の
紹
介
が

主
軸
で
す
。
今
回
は
、
国
で
言
う
と
、

韓
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
作
家
・
作
品
を
、
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
ト
や
複
製
原
画
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
、
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ガ
に
限
ら
ず
、
文
化
の
国
際

比
較
を
試
み
た
と
き
、
興
味
を
引
く

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
共
通
性
」
と

「
差
異
」
が
あ
り
ま
す
。
「
コ
マ
」

を
連
続
さ
せ
て
物
語
を
描
く
と
い
う
、

現
在
の
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
の
基
礎

を
築
い
た
の
は
、
ス
イ
ス
の
ロ
ド
ル

フ
・
テ
プ
フ
ェ
ー
ル
（
１
７
９
９
〜

１
８
４
６
）
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
徐
々
に
世
界
中
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、

大
正
時
代
に
英
米
の
新
聞
マ
ン
ガ
か

ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
、
ス
ト
ー

リ
ー
マ
ン
ガ
が
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
マ
を
連
続
さ
せ
て
物
語
を
描
く

こ
と
自
体
は
世
界
共
通
な
の
で
す
が
、

コ
マ
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て

い
く
の
か
（
＝
コ
マ
割
り
）
は
、
国

や
地
域
に
よ
っ
て
ス
タ
イ
ル
が
異
な

り
ま
す
。
日
本
の
コ
マ
割
り
は
世
界

的
に
見
て
複
雑
な
部
類
に
属
し
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
コ
マ
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
見
せ
場
を
臨
場
感
た
っ

ぷ
り
に
描
け
ま
す
し
、
時
間
の
流
れ

を
早
く
し
た
り
遅
く
し
た
り
も
で
き

る
の
で
す
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
70

年
代
に
か
け
て
開
発
さ
れ
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
が
、
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
韓
国
の
マ
ン
ガ
も
、
60
年
代
ご
ろ

か
ら
日
本
の
マ
ン
ガ
を
輸
入
し
翻
訳

し
て
読
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本

マ
ン
ガ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た

の
で
す
が
、
97
年
に
起
き
た
経
済
危

機
を
原
因
と
し
て
、
コ
マ
割
り
を
劇

的
に
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
経
済
危
機

に
よ
り
急
速
に
縮
小
し
た
出
版
市
場

の
代
わ
り
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

マ
ン
ガ
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

代
わ
り
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
下

に
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
て
読
む
た
め
、

韓
国
マ
ン
ガ
は
コ
マ
を
縦
に
つ
な
げ

て
描
く
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
（
図
１
）
。
こ
れ
を
「
ウ
ェ
ブ

ト
ゥ
ー
ン
」
と
言
い
ま
す
。

　
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
、

ス
イ
ス
な
ど
で
描
か
れ
る
「
バ
ン
ド

・
デ
シ
ネ
（
Ｂ
Ｄ
）
」
は
、
日
本
マ

ン
ガ
と
比
べ
る
と
コ
マ
割
り
が
単
調

で
、
均
等
の
大
き
さ
の
コ
マ
が
横
に

並
ん
で
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

た
だ
し
、
コ
マ
に
描
か
れ
た
絵
の
一

枚
一
枚
は
、
細
密
な
描
き
込
み
や
複

雑
玄
妙
な
色
彩
な
ど
、
絵
画
と
し
て

の
完
成
度
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
90
年
代
後
半
に
欧
米
で

日
本
マ
ン
ガ
の
ブ
ー
ム
が
起
き
、
前

号
で
紹
介
し
た
オ
ー
サ
・
イ
ェ
ー
ク

ス
ト
ロ
ム
の
よ
う
に
、
日
本
ス
タ
イ

ル
で
マ
ン
ガ
を
描
く
欧
米
の
作
家
も

現
れ
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
『
ラ
ス

ト
マ
ン
』
（
図
２
）
は
、
人
気
Ｂ
Ｄ

作
家
の
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ

ス
が
、
バ
ラ
ッ
ク
や
ミ
カ
エ
ル
・
サ

ン
ラ
ヴ
ィ
ル
と
３
人
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、
日
本
マ
ン
ガ
の
手
法
を
取
り
入

れ
て
描
い
た
作
品
で
す
。
背
景
を
あ

ま
り
描
き
込
ま
ず
、
人
物
の
ア
ッ
プ

が
中
心
で
、
複
雑
な
コ
マ
割
り
で
臨

場
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
出
し
て
い
る

の
で
す
（
図
３
）
。

　
マ
ン
ガ
と
い
う
共
通
の
基
盤
の
上

で
、
互
い
に
影
響
を
与
え
合
い
な
が

ら
、
変
化
し
続
け
て
い
く
。
そ
ん
な

文
化
交
流
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ぜ
ひ

感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
作
家
の
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
詳
し
い
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

図１　キム・テホン『漂流少女』 ©KIM TAEHYEON

図２（右）　図3（左）　バラック＋ヴィヴェス＋サンラヴィル『ラストマン』
©Casterman

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム
5F企画展示室
【開催期間】9月17日（土）～10月23日（日）
【開館時館】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【観覧料】無料
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077
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今
か
ら
１
５
０
年
前
の
１
８
６
６

（
慶
応
２
）
年
８
月
１
日
、
小
倉
藩

小
笠
原
氏
の
居
城
で
あ
る
小
倉
城
は

熱
い
炎
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
幕
府
の

長
州
征
討
（
第
２
次
）
で
長
州
藩
と

戦
っ
て
い
た
小
倉
藩
が
自
ら
城
を
焼

き
、
田
川
郡
香
春
な
ど
へ
撤
退
し
た

の
で
す
。
な
ぜ
小
倉
藩
は
こ
の
よ
う

な
前
代
未
聞
の
選
択
を
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　
明
治
維
新
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
・

長
州
・
土
佐
藩
な
ど
の
志
士
た
ち
や

新
撰
組
な
ど
の
活
躍
が
一
般
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
関
門
海
峡
は
下
関
戦

争
・
長
州
戦
争
の
戦
場
と
な
っ
た
よ

う
に
明
治
維
新
で
も
重
要
な
舞
台
で

し
た
。
し
か
し
北
九
州
の
小
倉
藩
と

福
岡
藩
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
出
来
事
だ
っ
た
か

広
く
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
本
展
で
は
関
門
海
峡
に
焦

点
を
当
て
て
、
小
倉
藩
・
福
岡
藩
と

長
州
藩
の
動
向
を
中
心
に
、
ゆ
か
り

の
地
か
ら
関
係
資
料
を
集
成
し
て
、

知
ら
れ
ざ
る
明
治
維
新
の
ド
ラ
マ
を

描
き
ま
す
。

　
長
州
藩
は
師
の
吉
田
松
陰
か
ら
弟

子
の
高
杉
晋
作
へ
、
幕
末
日
本
に
対

す
る
強
い
危
機
感
と
新
し
い
日
本
を

創
る
熱
い
志
を
継
承
し
、
明
治
維
新

を
主
導
し
ま
し
た
。
小
倉
藩
は
譜
代

大
名
と
し
て
幕
府
に
対
す
る
忠
義
を

貫
き
、
矢
面
に
立
っ
て
長
州
藩
と
の

戦
い
を
続
け
ま
し
た
。
福
岡
藩
は

「
開
明
的
」
な
藩
主
と
「
勤
王
派
」

の
志
士
を
輩
出
し
、
挙
国
一
致
を
目

指
し
て
懸
命
な
周
旋
活
動
を
行
い
、

長
州
征
討
中
止
に
貢
献
し
ま
し
た
が
、

明
治
維
新
の
「
主
役
」
と
な
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
維
新
に
お
い
て
３
藩
は
ど
う

考
え
、
行
動
し
、
関
わ
っ
た
の
か
。

運
命
を
分
け
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
３
藩
の
人
び
と
に
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
っ
た
の
か
。
本
展
で
は

こ
れ
ら
の
疑
問
や
課
題
に
つ
い
て
子

細
に
検
討
し
ま
す
。
ま
た
幕
府
や
朝

廷
、
欧
米
諸
国
の
動
向
を
考
え
合
わ

せ
、
複
雑
と
さ
れ
る
幕
末
維
新
の
歴

史
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
本
展
に
は
多
く
の
貴
重
な
資
料
が

展
示
さ
れ
ま
す
。
一
つ
は
絵
図
や
絵

巻
な
ど
図
像
資
料
で
す
。
１
８
５
４

（
嘉
永
７
）
年
ペ
リ
ー
が
再
び
来
航

し
、
横
浜
で
交
渉
し
て
、
日
米
和
親

条
約
を
結
び
ま
す
が
、
警
備
を
担
当

し
た
の
が
小
倉
藩
と
信
濃
国
松
代
藩

（
真
田
家
）
で
す
。
松
代
藩
は
絵
師

の
高
川
文
荃
を
横
浜
に
同
行
し
て
、

交
渉
や
警
備
の
様
子
を
記
録
さ
せ
ま

し
た
。
絵
巻
か
ら
交
渉
の
緊
迫
感
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
茶
菓
の
饗
応
や

余
興
の
場
面
に
は
驚
き
や
好
奇
心
が

見
て
取
れ
ま
す
。
８
月
18
日
政
変
に

よ
っ
て
京
都
を
落
ち
の
び
る
公
卿
を

描
い
た
絵
（
写
真
１
）
は
公
卿
た
ち

が
太
宰
府
に
向
か
う
際
に
滞
在
し
た
、

黒
崎
宿
の
旅
籠
屋
・
桜
屋
に
伝
わ
っ

た
も
の
で
す
。
１
８
６
６（
慶
応
２
）

年
７
月
27
日
の
「
赤
坂
の
戦
い
」
に

お
い
て
小
倉
藩
と
共
に
長
州
藩
と
戦

っ
た
熊
本
藩
が
作
成
し
た
二
つ
の
絵

巻
が
そ
ろ
い
踏
み
し
ま
す
。
生
々
し

い
戦
争
の
実
像
を
詳
し
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
古
文
書
資
料
で
す
。

福
岡
藩
主
黒
田
長
溥
・
長
知
父
子
が

岡
山
藩
主
池
田
茂
政
ま
た
柳
川
藩
主

立
花
鑑
寛
に
送
っ
た
書
状
か
ら
は
周

旋
活
動
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

父
子
の
姿
が
伝
わ
り
ま
す
。
諸
藩
の

人
び
と
は
他
藩
の
人
び
と
と
交
渉
し
、

情
報
を
収
集
・
分
析
し
て
難
局
に
立

ち
向
か
い
ま
し
た
。
戦
闘
は
武
士
の

本
分
、
自
分
の
戦
い
ぶ
り
を
詳
細
に

報
告
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
こ
れ
ら
の
図
像
・
古
文
書

資
料
を
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
小
倉
藩
の
家
老
で

総
大
将
と
い
う
べ
き
島
村
志
津
摩
が

藩
主
か
ら
拝
領
し
着
用
し
た
陣
羽
織

（
写
真
２
）
な
ど
貴
重
な
資
料
が
数

多
く
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
展
覧
会
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
、

幕
末
維
新
の
ド
ラ
マ
を
追
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

写真１　文久3年8月18日の政変後に京都から落ちのびる七卿の図（個人蔵）

写真２　幕末小倉藩家老・島村志津摩が着用した
陣羽織（個人蔵）

日   比   野　利   信 Toshinobu Hibino

北九州市立いのちのたび博物館　学芸員

関門幕末維新伝

関門幕末維新伝
Information

【会期】10月1日（土）～11月27日（日）　※会期中無休
【開館時間】午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
【入場料】
大人500円（400円）　高大生300円（240円）　
小中生200円（160円）　（　）内は団体料金
常設展とのセット券、前売り券あり
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせください
【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093(681)1011　　http://www.kmnh.jp/

た
か
が
わ
ぶ
ん
せ
ん

は
た 

ご  

や
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北
九
州
国
際
漫
画
祭
２
０
１
６

〜
文
化
交
流
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
〜

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

　
現
在
開
催
中
の
「
北
九
州
国
際
漫

画
祭
２
０
１
６
」
は
、
そ
の
名
の
通

り
、
海
外
の
マ
ン
ガ
作
品
の
紹
介
が

主
軸
で
す
。
今
回
は
、
国
で
言
う
と
、

韓
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
作
家
・
作
品
を
、
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
ト
や
複
製
原
画
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
、
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ガ
に
限
ら
ず
、
文
化
の
国
際

比
較
を
試
み
た
と
き
、
興
味
を
引
く

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
共
通
性
」
と

「
差
異
」
が
あ
り
ま
す
。
「
コ
マ
」

を
連
続
さ
せ
て
物
語
を
描
く
と
い
う
、

現
在
の
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
の
基
礎

を
築
い
た
の
は
、
ス
イ
ス
の
ロ
ド
ル

フ
・
テ
プ
フ
ェ
ー
ル
（
１
７
９
９
〜

１
８
４
６
）
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
徐
々
に
世
界
中
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、

大
正
時
代
に
英
米
の
新
聞
マ
ン
ガ
か

ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
、
ス
ト
ー

リ
ー
マ
ン
ガ
が
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
マ
を
連
続
さ
せ
て
物
語
を
描
く

こ
と
自
体
は
世
界
共
通
な
の
で
す
が
、

コ
マ
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て

い
く
の
か
（
＝
コ
マ
割
り
）
は
、
国

や
地
域
に
よ
っ
て
ス
タ
イ
ル
が
異
な

り
ま
す
。
日
本
の
コ
マ
割
り
は
世
界

的
に
見
て
複
雑
な
部
類
に
属
し
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
コ
マ
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
見
せ
場
を
臨
場
感
た
っ

ぷ
り
に
描
け
ま
す
し
、
時
間
の
流
れ

を
早
く
し
た
り
遅
く
し
た
り
も
で
き

る
の
で
す
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
70

年
代
に
か
け
て
開
発
さ
れ
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
が
、
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
韓
国
の
マ
ン
ガ
も
、
60
年
代
ご
ろ

か
ら
日
本
の
マ
ン
ガ
を
輸
入
し
翻
訳

し
て
読
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本

マ
ン
ガ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た

の
で
す
が
、
97
年
に
起
き
た
経
済
危

機
を
原
因
と
し
て
、
コ
マ
割
り
を
劇

的
に
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
経
済
危
機

に
よ
り
急
速
に
縮
小
し
た
出
版
市
場

の
代
わ
り
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

マ
ン
ガ
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

代
わ
り
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
下

に
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
て
読
む
た
め
、

韓
国
マ
ン
ガ
は
コ
マ
を
縦
に
つ
な
げ

て
描
く
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
（
図
１
）
。
こ
れ
を
「
ウ
ェ
ブ

ト
ゥ
ー
ン
」
と
言
い
ま
す
。

　
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
、

ス
イ
ス
な
ど
で
描
か
れ
る
「
バ
ン
ド

・
デ
シ
ネ
（
Ｂ
Ｄ
）
」
は
、
日
本
マ

ン
ガ
と
比
べ
る
と
コ
マ
割
り
が
単
調

で
、
均
等
の
大
き
さ
の
コ
マ
が
横
に

並
ん
で
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

た
だ
し
、
コ
マ
に
描
か
れ
た
絵
の
一

枚
一
枚
は
、
細
密
な
描
き
込
み
や
複

雑
玄
妙
な
色
彩
な
ど
、
絵
画
と
し
て

の
完
成
度
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
90
年
代
後
半
に
欧
米
で

日
本
マ
ン
ガ
の
ブ
ー
ム
が
起
き
、
前

号
で
紹
介
し
た
オ
ー
サ
・
イ
ェ
ー
ク

ス
ト
ロ
ム
の
よ
う
に
、
日
本
ス
タ
イ

ル
で
マ
ン
ガ
を
描
く
欧
米
の
作
家
も

現
れ
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
『
ラ
ス

ト
マ
ン
』
（
図
２
）
は
、
人
気
Ｂ
Ｄ

作
家
の
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ

ス
が
、
バ
ラ
ッ
ク
や
ミ
カ
エ
ル
・
サ

ン
ラ
ヴ
ィ
ル
と
３
人
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、
日
本
マ
ン
ガ
の
手
法
を
取
り
入

れ
て
描
い
た
作
品
で
す
。
背
景
を
あ

ま
り
描
き
込
ま
ず
、
人
物
の
ア
ッ
プ

が
中
心
で
、
複
雑
な
コ
マ
割
り
で
臨

場
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
出
し
て
い
る

の
で
す
（
図
３
）
。

　
マ
ン
ガ
と
い
う
共
通
の
基
盤
の
上

で
、
互
い
に
影
響
を
与
え
合
い
な
が

ら
、
変
化
し
続
け
て
い
く
。
そ
ん
な

文
化
交
流
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ぜ
ひ

感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
作
家
の
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
詳
し
い
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

図１　キム・テホン『漂流少女』 ©KIM TAEHYEON

図２（右）　図3（左）　バラック＋ヴィヴェス＋サンラヴィル『ラストマン』
©Casterman

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム
5F企画展示室
【開催期間】9月17日（土）～10月23日（日）
【開館時館】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【観覧料】無料
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077

北九州国際漫画祭2016
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松
本
清
張
の
作
品
に
『
十
万
分
の

一
の
偶
然
』
と
い
う
長
編
小
説
が
あ

り
ま
す
。―

―

夜
の
東
名
高
速
道
路

で
起
き
た
玉
突
き
事
故
、
直
後
の
様

子
を
撮
影
し
た
写
真
が
、
あ
る
新
聞

の
読
者
投
稿
写
真
で
入
選
す
る
。
し

か
し
そ
れ
は「
功
名
心
」
の
た
め
に

作
っ
た
「
偶
然
」
だ
っ
た
。―

―

と

い
う
内
容
で
す
。

　
清
張
は
「
着
想
ば
な
し
」
で
、
こ

の
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
新
聞

が
読
者
か
ら
募
集
す
る
報
道
写
真
の

類
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
種
の
写
真
が

ニ
ュ
ー
ス
性
を
持
つ
以
上
、
突
発
事

故
が
被
写
体
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

（
略
）
た
と
え
ば
昭
和
三
十
年
五
月

十
一
日
に
四
国
高
松
沖
で
起
っ
た
紫

雲
丸
衝
突
沈
没
事
件
の
現
場
写
真
は
、

沈
没
に
瀕
す
る
紫
雲
丸
甲
板
上
で
混

乱
す
る
修
学
旅
行
の
小
学
生
の
群
れ

が
あ
り
、
そ
の
痛
ま
し
さ
に
見
る
者

の
胸
が
潰
れ
た
。
こ
れ
を
撮
し
た
の

は
た
ま
た
ま
紫
雲
丸
の
救
助
船
に
乗

っ
て
い
た
人
で
あ
る
。
新
聞
社
の
カ

メ
ラ
マ
ン
で
は
な
い
。
当
然
に
世
間

の
非
難
は
こ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
カ
メ

ラ
マ
ン
に
む
け
ら
れ
た
。
（
略
）
だ

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
撮
影
者
が
そ

の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
故
の
場
面
に

出
遇
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
「
一
万
に

一
つ
か
、
十
万
に
一
つ
の
偶
然
」

（
作
中
の
写
真
評
論
家
の
言
葉
）
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
偶
然
に
は
め
っ

た
に
出
遇
う
も
の
で
は
な
い
。
と
す

れ
ば
、
「
素
晴
し
い
報
道
写
真
」
を

撮
っ
て
懸
賞
に
上
位
入
選
す
る
た
め

に
は
、
演
出
も
や
む
を
得
な
い
、
と

い
う
心
境
に
も
な
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ラ
セ
写
真
」
で
あ
る
。
そ
れ
が

度
の
過
ぎ
た
も
の
に
な
る
と
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
か
。―

―

こ
れ
が

こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「
紫
雲
丸
事
故
」
は
、
１
９
５
５
年

に
、
国
鉄
の
連
絡
船
「
紫
雲
丸
」
と

大
型
貨
車
運
行
船
「
第
三
宇
高
丸
」

が
瀬
戸
内
海
・
高
松
沖
で
衝
突
し
沈

没
、
死
者
１
６
８
名
の
大
惨
事
と
な

っ
た
事
故
で
す
。
犠
牲
者
の
多
く
は

修
学
旅
行
中
の
児
童
で
し
た
。
溺
れ

る
人
た
ち
を
撮
影
し
た
写
真
が
報
道

さ
れ
、
「
撮
影
し
て
い
る
間
に
も
人

命
救
助
が
で
き
た
」
と
い
う
批
判
が

集
り
「
報
道
写
真
」
論
争
が
起
こ
っ

た
そ
う
で
す
。

 

こ
れ
に
よ
く
似
た
事
故
が
、
２
０

１
４
年
４
月
16
日
、
韓
国
で
起
こ
り

ま
し
た
。
半
世
紀
以
上
も
経
っ
た
現

代
で
は
、
乗
客
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
撮
っ
た
記
録
ま
で
も
が
、
切

迫
し
た
状
況
を
生
々
し
く
伝
え
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
で
も
、
悲
惨
な

災
害
の
様
子
は
、
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ

ず
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
記
録
、

発
信
さ
れ
、
あ
ま
り
の
衝
撃
に
、
報

道
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
と
き
に
発
見
さ
れ
た
の
は
、
撮

る
側
だ
け
で
な
く
、
観
る
側
に
も
あ

る
共
犯
的
な
〝
欲
望
〞
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
り
、
現
代
は
〝
一
億
総
メ

デ
ィ
ア
〞
と
い
っ
た
様
相
を
呈
し
て

い
ま
す
。
注
目
を
集
め
る
動
画
を
撮

る
た
め
、
危
険
を
冒
し
た
り
、
モ
ラ

ル
を
無
視
す
る
行
為
が
続
出
し
、
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
こ
れ
も
、

清
張
が
「
そ
れ
が
度
の
過
ぎ
た
も
の

に
な
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

か
」
と
問
い
か
け
た
小
説
の
テ
ー
マ

と
通
じ
る
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で『
十
万
分
の
一
の
偶
然
』

は
、
〈
イ
ギ
リ
ス
の
推
理
作
家
ロ
イ

・
ヴ
ィ
ガ
ー
ス
の
「
百
万
に
一
つ
の

偶
然
」
を
も
じ
っ
た
〉題
名
な
の
で

す
が
、
清
張
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う

に
外
国
作
品
を
も
じ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
今
回

は
誌
面
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
話
は
ま
た
、
別
の
機

会
に―

―

。

『十万分の一の偶然』（文藝春秋　1981年）

松本清張
（1987年フランス・グルノーブルにて）

文芸
hiroba 柳　原　暁　子

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
Akiko Yanagihara

清張アラカルト

決
定
的
瞬
間
と
い
う
欲
望

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【開館時間】
午前９時30分～午後６時

（入館は午後５時30分まで）
【常設展観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円

【お問合せ】
 093（582）2761

Information

う
つ

※
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桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
、
日
本
の
陶
磁
器
は
転
機
を
迎
え
、

大
き
く
開
花
し
ま
し
た
。
中
で
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
九
州
陶
磁

で
し
た
。
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
た
ち
は
、
唐
津
や
有
田
を
は
じ

め
九
州
各
地
に
窯
を
開
き
、
優
れ
た

陶
器
を
生
産
す
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。

日
本
初
の
磁
器
生
産
に
成
功
し
た
有

田
地
域
で
は
伊
万
里
焼
、
鍋
島
焼
な

ど
日
本
独
自
の
美
意
識
を
有
す
る
磁

器
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
17

世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
輸
出
さ
れ
、

そ
の
魅
力
は
海
外
に
ま
で
広
が
り
ま

し
た
。

　
「
田
中
丸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
玉

屋
百
貨
店
の
経
営
者
で
あ
っ
た
故
・

田
中
丸
善
八
（
１
８
９
４
〜
１
９
７

３
年
）
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
古
陶

磁
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
唐
津
、

高
取
、
上
野
な
ど
の
陶
器
、
伊
万
里
、

柿
右
衛
門
、
鍋
島
と
い
っ
た
磁
器
な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
九
州
の

古
窯
を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
各
窯
の
特
質

を
示
す
優
品
を
体
系
的
に
そ
ろ
え
て

お
り
、
九
州
古
陶
磁
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
は
国
内
屈
指
の
質
と
量
を

誇
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
戦
前

か
ら
既
に
、
愛
好
家
や
研
究
者
の
間

で
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
主
な
作
品
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　《
絵
唐
津
木
賊
文
茶
碗
》（
図
１
）

は
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
代
表
す
る
唐

津
茶
碗
で
す
。
田
中
丸
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
は
早
い
時
期
に
収
集
さ
れ

た
作
品
で
、
入
手
後
間
も
な
く
出
品

し
た
展
覧
会
で
好
評
を
得
た
こ
と
か

ら
、
善
八
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の

自
信
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
記
念
碑
的
作
品
で
す
。
口
縁
が
外

側
に
反
り
、
丸
み
を
帯
び
た
胴
の
熊

川
形
と
い
わ
れ
る
形
の
茶
碗
で
す
。

胴
に
描
か
れ
た
縦
線
は
絵
唐
津
（
鉄

絵
で
文
様
を
描
い
た
唐
津
焼
）
に
多

く
見
ら
れ
る
模
様
で
、
植
物
の
木
賊

に
見
立
て
て
「
木
賊
文
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。

　
《
色
絵
蕎
麦
花
畑
文
皿
》（
図
２
）

は
鍋
島
焼
の
尺
皿
（
鍋
島
焼
の
規
格

で
最
も
大
き
な
皿
）
で
す
。
鍋
島
焼

は
、
将
軍
家
を
は
じ
め
大
名
へ
の
贈

答
を
目
的
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
藩
の
威
信
に
か
け
て
、
厳
し
い

管
理
体
制
の
下
、
製
品
の
質
は
精
緻

を
極
め
ま
し
た
。
本
作
は
鍋
島
焼
最

盛
期
の
も
の
で
、
配
色
は
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
け
た
青
色
を
大
き
く
取

り
、
緑
と
黄
、
赤
を
差
し
色
程
度
に

施
す
こ
と
で
、
上
品
で
落
ち
着
き
の

あ
る
絵
柄
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
善
八
は
茶
室
で
《
絵
唐
津
木
賊
文

茶
碗
》
を
は
じ
め
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
茶
碗
で
茶
を
立
て
て
振
る
舞
い
、

自
邸
で
の
宴
席
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
器
に
夫
人
の
手
料
理
を
盛
り
付
け

て
客
を
も
て
な
し
、
客
と
と
も
に
古

陶
磁
の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。
実

際
に
使
っ
て
こ
そ
器
の
魅
力
を
引
き

出
せ
る
と
考
え
た
、
善
八
な
ら
で
は

の
愛
好
の
あ
り
方
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
本
展
は
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時

代
中
期
ま
で
の
優
品
を
一
堂
に
展
示

す
る
も
の
で
、
北
九
州
市
で
の
展
示

は
、
実
に
12
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

九
州
古
陶
磁
の
粋
を
堪
能
で
き
る
絶

好
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

九
州
古
陶
磁
の
魅
力

田
中
丸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

Information
九州古陶磁の魅力　田中丸コレクション展

【会場】北九州市立美術館分館（リバーウォーク北九州5Ｆ）
【会期】10月8日(土)～11月3日(木・祝)※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時(入館は午後5時30分まで)
【観覧料】一般1000円(800円）　高大生600円(400円）　
小中生400円(300円)
※(　)内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免

【お問合せ】093(562)3215

図１　《絵唐津木賊文茶碗》17世紀初期　
一般財団法人田中丸コレクション蔵(福岡市美術館寄託) 　
撮影：山崎信一

「田中丸コレクション展」ポスター

図２　《鍋島 色絵蕎麦花畑文皿》17世紀末～18世紀初頭　
一般財団法人田中丸コレクション蔵　　撮影：山崎信一

美術
hiroba 重　松　知　美

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Tomomi Shigematsu

あ
が
の

え
が
ら
つ
と
く
さ
も
ん
ち
ゃ
わ
ん

こ
も

こ
う
え
ん

が
い
な
り

い
ろ
え
そ
ば
は
な
ば
た
け
も
ん
ざ
ら

【日時】
10月15日(土)、同29日(土)ともに
午後２時～　各回30分程度

【講師】
久保山炎 
(一般財団法人田中丸コレクション
学芸員)
※事前申込み不要
観覧料が必要です

Event
〈ギャラリートーク〉
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松
本
清
張
の
作
品
に
『
十
万
分
の

一
の
偶
然
』
と
い
う
長
編
小
説
が
あ

り
ま
す
。―

―

夜
の
東
名
高
速
道
路

で
起
き
た
玉
突
き
事
故
、
直
後
の
様

子
を
撮
影
し
た
写
真
が
、
あ
る
新
聞

の
読
者
投
稿
写
真
で
入
選
す
る
。
し

か
し
そ
れ
は「
功
名
心
」
の
た
め
に

作
っ
た
「
偶
然
」
だ
っ
た
。―

―

と

い
う
内
容
で
す
。

　
清
張
は
「
着
想
ば
な
し
」
で
、
こ

の
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
新
聞

が
読
者
か
ら
募
集
す
る
報
道
写
真
の

類
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
種
の
写
真
が

ニ
ュ
ー
ス
性
を
持
つ
以
上
、
突
発
事

故
が
被
写
体
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

（
略
）
た
と
え
ば
昭
和
三
十
年
五
月

十
一
日
に
四
国
高
松
沖
で
起
っ
た
紫

雲
丸
衝
突
沈
没
事
件
の
現
場
写
真
は
、

沈
没
に
瀕
す
る
紫
雲
丸
甲
板
上
で
混

乱
す
る
修
学
旅
行
の
小
学
生
の
群
れ

が
あ
り
、
そ
の
痛
ま
し
さ
に
見
る
者

の
胸
が
潰
れ
た
。
こ
れ
を
撮
し
た
の

は
た
ま
た
ま
紫
雲
丸
の
救
助
船
に
乗

っ
て
い
た
人
で
あ
る
。
新
聞
社
の
カ

メ
ラ
マ
ン
で
は
な
い
。
当
然
に
世
間

の
非
難
は
こ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
カ
メ

ラ
マ
ン
に
む
け
ら
れ
た
。
（
略
）
だ

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
撮
影
者
が
そ

の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
故
の
場
面
に

出
遇
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
「
一
万
に

一
つ
か
、
十
万
に
一
つ
の
偶
然
」

（
作
中
の
写
真
評
論
家
の
言
葉
）
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
偶
然
に
は
め
っ

た
に
出
遇
う
も
の
で
は
な
い
。
と
す

れ
ば
、
「
素
晴
し
い
報
道
写
真
」
を

撮
っ
て
懸
賞
に
上
位
入
選
す
る
た
め

に
は
、
演
出
も
や
む
を
得
な
い
、
と

い
う
心
境
に
も
な
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ラ
セ
写
真
」
で
あ
る
。
そ
れ
が

度
の
過
ぎ
た
も
の
に
な
る
と
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
か
。―

―

こ
れ
が

こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「
紫
雲
丸
事
故
」
は
、
１
９
５
５
年

に
、
国
鉄
の
連
絡
船
「
紫
雲
丸
」
と

大
型
貨
車
運
行
船
「
第
三
宇
高
丸
」

が
瀬
戸
内
海
・
高
松
沖
で
衝
突
し
沈

没
、
死
者
１
６
８
名
の
大
惨
事
と
な

っ
た
事
故
で
す
。
犠
牲
者
の
多
く
は

修
学
旅
行
中
の
児
童
で
し
た
。
溺
れ

る
人
た
ち
を
撮
影
し
た
写
真
が
報
道

さ
れ
、
「
撮
影
し
て
い
る
間
に
も
人

命
救
助
が
で
き
た
」
と
い
う
批
判
が

集
り
「
報
道
写
真
」
論
争
が
起
こ
っ

た
そ
う
で
す
。

 

こ
れ
に
よ
く
似
た
事
故
が
、
２
０

１
４
年
４
月
16
日
、
韓
国
で
起
こ
り

ま
し
た
。
半
世
紀
以
上
も
経
っ
た
現

代
で
は
、
乗
客
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
撮
っ
た
記
録
ま
で
も
が
、
切

迫
し
た
状
況
を
生
々
し
く
伝
え
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
で
も
、
悲
惨
な

災
害
の
様
子
は
、
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ

ず
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
記
録
、

発
信
さ
れ
、
あ
ま
り
の
衝
撃
に
、
報

道
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
と
き
に
発
見
さ
れ
た
の
は
、
撮

る
側
だ
け
で
な
く
、
観
る
側
に
も
あ

る
共
犯
的
な
〝
欲
望
〞
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
り
、
現
代
は
〝
一
億
総
メ

デ
ィ
ア
〞
と
い
っ
た
様
相
を
呈
し
て

い
ま
す
。
注
目
を
集
め
る
動
画
を
撮

る
た
め
、
危
険
を
冒
し
た
り
、
モ
ラ

ル
を
無
視
す
る
行
為
が
続
出
し
、
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
こ
れ
も
、

清
張
が
「
そ
れ
が
度
の
過
ぎ
た
も
の

に
な
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

か
」
と
問
い
か
け
た
小
説
の
テ
ー
マ

と
通
じ
る
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で『
十
万
分
の
一
の
偶
然
』

は
、
〈
イ
ギ
リ
ス
の
推
理
作
家
ロ
イ

・
ヴ
ィ
ガ
ー
ス
の
「
百
万
に
一
つ
の

偶
然
」
を
も
じ
っ
た
〉題
名
な
の
で

す
が
、
清
張
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う

に
外
国
作
品
を
も
じ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
今
回

は
誌
面
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
話
は
ま
た
、
別
の
機

会
に―

―

。

『十万分の一の偶然』（文藝春秋　1981年）

松本清張
（1987年フランス・グルノーブルにて）

文芸
hiroba 柳　原　暁　子

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
Akiko Yanagihara

清張アラカルト

決
定
的
瞬
間
と
い
う
欲
望

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【開館時間】
午前９時30分～午後６時

（入館は午後５時30分まで）
【常設展観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円

【お問合せ】
 093（582）2761

Information

う
つ

※
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北九州市立文学館42

○
開
館
10
周
年
！

　
北
九
州
市
立
文
学
館
は
、
今
年
の

11
月
１
日
に
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
特
別
企
画
展
を
中
心
に
、

講
演
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、

多
く
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
資
料
や
情
報
の
提
供
に
与
り
ま
し

た
関
係
者
の
方
々
、
何
よ
り
文
学
館

へ
足
を
運
び
、
支
援
く
だ
さ
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
お
力
に
よ
り
、
今
も
少

し
ず
つ
育
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
文
学
館
で
は
、
日
頃
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
、
今
秋
か
ら
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
11
月
１
日
の
開
館
記
念
日
に
管
弦

楽
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
、
電
話
申
込
。

０
９
３
（
５
７
１
）
１
５
０
５
ま
で
。

○
記
念
講
演
会
・
対
談

　
11
月
３
日
、
文
化
の
日
に
10
周
年

記
念
講
演
会
・
対
談
を
行
い
ま
す
。

　
講
演
会
は
、
『
青
春
の
門
』
な
ど

の
作
品
で
知
ら
れ
る
直
木
賞
作
家
・

五
木
寛
之
さ
ん
。
五
木
さ
ん
に
は
開

館
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
10
年
ぶ
り
に
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

　
対
談
は
、
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

さ
ん
と
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。
リ
リ
ー
さ
ん
、

ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん
は
と
も
に
小
倉
生

ま
れ
の
作
家
。
先
日
、
第
１
５
５
回

芥
川
賞
に
５
回
目
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
を

果
た
し
た
ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん
と
、
近

年
は
俳
優
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
る
リ

リ
ー
さ
ん
の
初
顔
合
わ
せ
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
講
演
会
・
対
談
と
も
に
会
場
は
北

九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場
で
す
。

○
特
別
企
画
展

　
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

「
没
後
20
年
　
司
馬
遼
太
郎
展―

21

世
紀〝
未
来
の
街
角
〞で
」を
開
催
し

ま
す
。
会
期
は
10
月
22
日
〜
12
月
４

日
。
葉
室
麟
さ
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

や
Ｋ
Ｂ
Ｃ「
九
州
街
道
も
の
が
た
り
」

の
初
代
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
德
永
至
さ

ん
の
講
演
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
10
周
年
記
念
誌

　
文
学
館
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
た

ど
る
記
念
誌
を
刊
行
し
ま
す
。
森
鷗

外
、
火
野
葦
平
、
林
芙
美
子
、
杉
田

久
女
な
ど
ゆ
か
り
の
文
学
者
ア
ル
バ

ム
に
も
な
る
特
別
企
画
展
の
回
顧
や
、

10
年
間
の
事
業
実
績
を
ま
と
め
た
デ

ー
タ
集
を
掲
載
し
ま
す
。
文
学
館
の

ほ
か
市
内
書
店
で
も
販
売
予
定
で
す
。

刊
行
情
報
は
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
火
野
葦
平
資
料
館
の
展
示
替
え

　
若
松
市
民
会
館
内
に
あ
る
火
野
葦

平
資
料
館
の
常
設
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。

　
火
野
葦
平
資
料
館
は
、
火
野
の
貴

重
な
文
学
資
料
を
伝
え
る
た
め
、
１

９
８
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

書
斎
の
再
現
展
示
な
ど
が
見
ど
こ
ろ

の
施
設
で
す
。

　
今
回
の
展
示
替
え
で
は
、
火
野
の

人
と
作
品
を
分
か
り
や
す
く
示
す
工

夫
の
ほ
か
、
映
像
機
器
を
導
入
し
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

来
年
３
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
し
い
内
容
は

文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

北九州市立文学館開館
10周年記念イベントのご案内

中 西　由 紀 子学芸員 Yukiko Nakanishi

開館時の様子

リリー・フランキーさん　
©HIROSHI NOMURA

五木寛之さん

山崎ナオコーラさん

火野葦平資料館の書斎展示

北九州市立文学館開館10周年記念講演会・対談
Information

【日時】
①五木寛之さん講演会
11月3日（木・祝）午後１時30分～同３時
②対談　リリー・フランキーさん×山崎ナオコーラさん
11月3日（木・祝）午後７時～同８時30分
【会場】北九州芸術劇場中劇場
【定員】各700名　※入場無料
【申込み】①②それぞれ別の往復ハガキで文学館へ
10月21日（金）必着
【お問合せ】〒803-0813　北九州市小倉北区城内4の1
北九州市立文学館　093（571）1505

あ
ず
か

3 CulCul  2016. October

中
学
生
の
熱
い
夏

篠崎中学校『変身』

則松中学校『花咲く庭を』

広徳中学校『うるわしのカレーライス』

田原中学校『銀河鉄道666』

上津役中学校『扉の向こうに』

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

　
先
日
「
国
際
児
童
・
青
少
年
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
お
き
な
わ
」
通
称

「
り
っ
か
り
っ
か
＊
フ
ェ
ス
タ
」
で

『
ロ
ウ 

〜
小
さ
な
魂
〜
』
と
い
う

作
品
を
見
た
。ベ
ル
ギ
ー
のkabinet k

（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ｋ
）
制
作
の
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
作
品
だ
。

　
出
演
者
は
、
ダ
ン
ス
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち

と
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
で
あ
る
。
砂
ぼ

こ
り
と
汚
い
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
、
ス
ラ
ム
を
思
わ
せ
る
舞

台
の
上
で
、
こ
の
両
者
が
実
に
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
表
現
を
繰
り
出
し
て

い
く
。
そ
の
強
さ
に
た
だ
た
だ
圧
倒

さ
れ
る
舞
台
だ
っ
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
、

空
間
を
い
か
に
大
胆
に
遊
ぶ
か
、
観

客
の
前
で
い
か
に
自
由
で
居
ら
れ
る

か
に
関
し
て
の
訓
練
は
き
っ
ち
り
さ

れ
て
い
て
、
作
品
の
完
成
度
は
高
く
、

「
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
国
際
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」
に
正
式
招
待

が
決
定
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
こ
う
い
っ
た
作
品
に
出
会
う
と
、

「
子
ど
も
と
は
思
え
な
い
」
と
い
っ

た
ん
思
っ
て
、
す
ぐ
に
「
い
や
、
子

ど
も
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
の
だ
」
と

思
い
直
す
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
大
人

は
つ
い
つ
い
子
ど
も
の
能
力
を
過
小

評
価
し
て
し
ま
う
が
、
き
っ
と
そ
れ

は
間
違
い
な
の
だ
と
、
『
ロ
ウ
〜
小

さ
な
魂
〜
』
は
再
認
識
さ
せ
て
く
れ

た
。

　
今
年
の
夏
、
北
九
州
で
も
、
若
者

の
熱
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
北
九
州
市
中
学
校
演
劇
部
合
同
発

表
会
」
で
あ
る
。
今
年
は
、
７
月
31

日
、
ウ
ェ
ル
と
ば
た
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
〝
発
表
〞
で
は
あ
る
が
、

コ
ン
ク
ー
ル
形
式
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
５
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し

て
練
習
を
重
ね
た
作
品
を
引
っ
提
げ

て
参
加
し
た
。

▽
篠
崎
中
学
校
『
変
身
』

▽
則
松
中
学
校
『
花
咲
く
庭
を
』

▽
広
徳
中
学
校
『
う
る
わ
し
の
カ
レ

　
ー
ラ
イ
ス
』

▽
田
原
中
学
校『
銀
河
鉄
道
６
６
６
』

▽
上
津
役
中
学
校『
扉
の
向
こ
う
に
』

今
年
は
特
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
、

生
徒
創
作
作
品
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
内
容
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

今
年
の
審
査
員
は
「
飛
ぶ
劇
場
」
の

俳
優
、
木
村
健
二
。
ど
の
学
校
も
熱

演
で
あ
っ
た
が
、
最
優
秀
校
に
は
、

上
津
役
中
学
校
が
選
ば
れ
た
。

　
演
劇
と
い
う
の
は
ひ
ど
く
面
倒
く

さ
い
芸
術
だ
。
自
分
の
こ
と
ば
か
り

を
考
え
て
い
た
の
で
は
成
立
し
な
い
。

脚
本
を
書
い
た
人
、
演
出
、
共
演
者
、

テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
、

ま
だ
顔
も
見
て
い
な
い
観
客
な
ど
、

自
分
と
は
違
う
考
え
方
、
感
じ
方
を

す
る
だ
ろ
う
〝
他
人
〞
の
こ
と
を
と

こ
と
ん
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

点
数
が
付
く
よ
う
な
明
確
な
技
術
基

準
も
な
い
。
分
か
り
や
す
い
勝
ち
負

け
な
ど
も
な
い
。
そ
ん
な
芸
術
の
こ

と
を
「
面
白
い
」
と
思
い
、
放
課
後

の
貴
重
な
時
間
を
か
け
て
作
品
創
り

を
し
て
き
た
だ
ろ
う
中
学
生
諸
君
に

思
い
切
り
エ
ー
ル
を
送
り
た
く
な
っ

た
。

　
北
九
州
市
内
の
中
学
校
の
演
劇
部

は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
ら

し
い
。
ク
ラ
ス
劇
や
生
徒
会
で
の
劇

と
は
ま
た
違
う
〝
ク
ラ
ブ
〞
で
の
活

動
に
は
先
生
の
、
大
人
の
支
援
が
必

要
だ
。
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
そ
ん
な

支
援
を
し
て
く
れ
る
大
人
が
一
人
で

も
増
え
れ
ば
い
い
と
思
う
し
、
必
要

な
ら
ば
私
も
そ
ん
な
大
人
の
一
人
に

な
る
準
備
は
あ
る
。

さ
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○
開
館
10
周
年
！

　
北
九
州
市
立
文
学
館
は
、
今
年
の

11
月
１
日
に
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
特
別
企
画
展
を
中
心
に
、

講
演
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、

多
く
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
資
料
や
情
報
の
提
供
に
与
り
ま
し

た
関
係
者
の
方
々
、
何
よ
り
文
学
館

へ
足
を
運
び
、
支
援
く
だ
さ
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
お
力
に
よ
り
、
今
も
少

し
ず
つ
育
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
文
学
館
で
は
、
日
頃
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
、
今
秋
か
ら
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
11
月
１
日
の
開
館
記
念
日
に
管
弦

楽
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
、
電
話
申
込
。

０
９
３
（
５
７
１
）
１
５
０
５
ま
で
。

○
記
念
講
演
会
・
対
談

　
11
月
３
日
、
文
化
の
日
に
10
周
年

記
念
講
演
会
・
対
談
を
行
い
ま
す
。

　
講
演
会
は
、
『
青
春
の
門
』
な
ど

の
作
品
で
知
ら
れ
る
直
木
賞
作
家
・

五
木
寛
之
さ
ん
。
五
木
さ
ん
に
は
開

館
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
10
年
ぶ
り
に
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

　
対
談
は
、
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

さ
ん
と
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。
リ
リ
ー
さ
ん
、

ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん
は
と
も
に
小
倉
生

ま
れ
の
作
家
。
先
日
、
第
１
５
５
回

芥
川
賞
に
５
回
目
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
を

果
た
し
た
ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん
と
、
近

年
は
俳
優
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
る
リ

リ
ー
さ
ん
の
初
顔
合
わ
せ
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
講
演
会
・
対
談
と
も
に
会
場
は
北

九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場
で
す
。

○
特
別
企
画
展

　
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

「
没
後
20
年
　
司
馬
遼
太
郎
展―

21

世
紀〝
未
来
の
街
角
〞で
」を
開
催
し

ま
す
。
会
期
は
10
月
22
日
〜
12
月
４

日
。
葉
室
麟
さ
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

や
Ｋ
Ｂ
Ｃ「
九
州
街
道
も
の
が
た
り
」

の
初
代
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
德
永
至
さ

ん
の
講
演
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
10
周
年
記
念
誌

　
文
学
館
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
た

ど
る
記
念
誌
を
刊
行
し
ま
す
。
森
鷗

外
、
火
野
葦
平
、
林
芙
美
子
、
杉
田

久
女
な
ど
ゆ
か
り
の
文
学
者
ア
ル
バ

ム
に
も
な
る
特
別
企
画
展
の
回
顧
や
、

10
年
間
の
事
業
実
績
を
ま
と
め
た
デ

ー
タ
集
を
掲
載
し
ま
す
。
文
学
館
の

ほ
か
市
内
書
店
で
も
販
売
予
定
で
す
。

刊
行
情
報
は
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
火
野
葦
平
資
料
館
の
展
示
替
え

　
若
松
市
民
会
館
内
に
あ
る
火
野
葦

平
資
料
館
の
常
設
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。

　
火
野
葦
平
資
料
館
は
、
火
野
の
貴

重
な
文
学
資
料
を
伝
え
る
た
め
、
１

９
８
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

書
斎
の
再
現
展
示
な
ど
が
見
ど
こ
ろ

の
施
設
で
す
。

　
今
回
の
展
示
替
え
で
は
、
火
野
の

人
と
作
品
を
分
か
り
や
す
く
示
す
工

夫
の
ほ
か
、
映
像
機
器
を
導
入
し
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

来
年
３
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
し
い
内
容
は

文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

北九州市立文学館開館
10周年記念イベントのご案内

中 西　由 紀 子学芸員 Yukiko Nakanishi

開館時の様子

リリー・フランキーさん　
©HIROSHI NOMURA

五木寛之さん

山崎ナオコーラさん

火野葦平資料館の書斎展示

北九州市立文学館開館10周年記念講演会・対談
Information

【日時】
①五木寛之さん講演会
11月3日（木・祝）午後１時30分～同３時
②対談　リリー・フランキーさん×山崎ナオコーラさん
11月3日（木・祝）午後７時～同８時30分
【会場】北九州芸術劇場中劇場
【定員】各700名　※入場無料
【申込み】①②それぞれ別の往復ハガキで文学館へ
10月21日（金）必着
【お問合せ】〒803-0813　北九州市小倉北区城内4の1
北九州市立文学館　093（571）1505

あ
ず
か



特集
北九州市立文学館
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州市立いのちのたび博物館
音楽｜いろはにぴあの
CulCul かるかるニュース
北九州市立いのちのたび博物館・新種のシーラカンスを発見

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

かるかるCulCul
Culture&Cultivate
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